
なくそう貧困。命の水を！
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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
綱
領

　

私
た
ち
は
、
世
界
の
平
和
と

人
間
の
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
に
人
々
と
の
「
友
情
と
信

頼
」
に
基
づ
く
「
理
解
と
協
力

と
連
帯
」
の
輪
を
ア
ジ
ア
と
世

界
に
広
げ
ま
す
。

　

か
か
る
目
的
を
も
っ
て
私
た

ち
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
は
以
下
の
こ

と
に
努
め
ま
す
。

一
、
よ
り
人
間
ら
し
い
地
球
社

会
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の

幸
せ
に
奉
仕
し
ま
す
。

一
、
地
球
の
自
然
環
境
を
大
切

に
守
り
ま
す
。

一
、
生
活
の
無
駄
を
省
き
、
地

球
資
源
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
を
通

し
て
、
自
分
と
他
人
の
生い

の
ち命

の
価
値
を
高
め
ま
す
。

以
上

　アジア18カ国に井戸を贈る国際協力団体（NGO）で
す。1979年に大阪で設立。誰もが生まれてきて良かったと
思える社会を目指し、井戸建設（累計1898基）や植林（累
計250万本)、子ども教育支援を中心に活動しています。
　全国都道府県認可の社団法人取得第１号団体です。2012 
年４月１日からは、内閣総理大臣の認定を受け、公益社団
法人になりました。
　海外との交流・協力活動は、インド、インドネシア、バ
ングラデシュ、タイ、マレーシア、フィリピン、スリラン
カ、ネパール、韓国、カンボジア、シンガポール、ミャン
マー、ラオス、中国、ベトナム、モンゴル、パキスタン、
アフガニスタン、さらに西アフリカのブルキナファソにも
広がり、友情のネットワークが形成されています。
　日本国内でも、各地でチャリティープログラム、自然環
境プログラムなどを行っています。
※ホームページ　http://jafs.or.jp

 本会へのご寄付は、寄付金控除の対象です
　ＪＡＦＳは内閣府より公益社団法人としての認定を受け
ています。ＪＡＦＳへの寄付金や会費（社員会費は除く）
は、申告によって、所得税、法人税、相続税について税制
上の優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。
　確定申告の際、税額控除、所得控除のいずれか有利な方
を選択できます。本会発行の領収書を添付して申告してく
ださい。法人税は損金の額に算入することができます。相
続税は最寄りの税務署などにお問い合わせください。
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９
４
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︒
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︒
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Ｆ
Ｓ
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︒
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０
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タ
イ
国
立
ラ
ン
パ
ー

ン
・
ラ
ジ
ャ
パ
ッ
ト
大
学
よ
り
名
誉
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授
与
︒
現
在
︑
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
寝

屋
川
教
会
牧
師
︒

● 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

●

政
治
か
ら
経
済
へ
移
行
す
る
こ
と
は
、
命

（
人
間
）
よ
り
も
財
（
利
潤
）
が
優
先
さ

れ
る
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
り
、
個

人
主
義
に
拍
車
を
か
け
て
い
き
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
「
カ
ネ
・
金
」
に
代
表
さ
れ
る

「
財
・
富
」
が
全
能
の
力
を
持
ち
、
人
々

は
い
つ
し
か
そ
の
力
に
仕
え
る
者
（
経
済

の
奴
隷
）
と
な
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
社

会
で
は
僅
か
な
富
へ
の
満
足
に
よ
り
、

「
よ
り
良
い
社
会
に
向
け
て
」
と
い
う
人

間
精
神
の
覚
醒
や
変
革
へ
の
意
欲
は
起
こ

ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
「
私
民
」
化
よ
り
さ

ら
に
悪
い
状
況
、
も
の
言
わ
ざ
る
人
間
の

「
死
民
」
化
が
進
行
し
て
い
く
状
況
を
作

り
出
し
て
い
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
改
め
て
思
う
の
が
、
本
会
の
よ

う
な
社
会
団
体
の
役
割
に
つ
い
て
で
す
。

本
会
は
地
球
運
命
共
同
体
の
視
点
か
ら
、

人
間
の
命
を
守
る
と
い
う
目
的
で
、
ア
ジ

ア
の
極
貧
の
中
に
暮
ら
す
人
々
へ
の
支
援

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
必
要
資
金

を
手
に
入
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
困
っ
て
い
る
人
へ
の
奉
仕

活
動
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
命
の
大
事
さ

を
確
認
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
、
自
分
自
身
を
こ
の
世
の

価
値
に
追
従
・
順
応
さ
せ
、
命
の
崇
高
な

任
務
に
関
心
を
持
つ
余
裕
が
な
い
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
結
局
、
自
分
の
か
け
が
え
の

な
い
命
の
価
値
を
自
ら
低
め
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
命
の
崇
高
な
任
務
と
は
、

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
「
渇
く
ア
ジ
ア
と
世
界

に
水
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
飲
料
水
に
悩

む
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
人
々
に
水
を
支
援
す

る
た
め
「
井
戸
を
贈
る
運
動
」
を
拡
げ
て

来
ま
し
た
。
本
会
の
地
区
活
動
の
一
つ
の

使
命
は
、
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
「
私
民
」
が
社
会
の
一
員
と
し

て
の
「
市
民
」
に
目
覚
め
ら
れ
る
機
会
を

作
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
、
困
っ
て
い
る
人
々
へ
の
支
援
の
輪
を

拡
げ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
中
心

に
な
っ
て
、
善
意
を
く
み
だ
す
「
心
の
井

戸
」
︿
善
意
の
友
の
輪
﹀
を
日
本
の
各
地

に
掘
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

For	hum
ane	life!

　

現
代
は
無
限
の
欲
望
が
人
々
を
駆
り
立

て
て
い
る
時
代
で
す
。
あ
る
経
済
学
者

は
、
「
経
済
が
社
会
を
破
壊
す
る
時
代
に

な
っ
た
」
と
現
代
の
風
潮
に
警
告
を
発
し

て
い
ま
す
。
高
度
消
費
社
会
に
お
い
て
、

市
民
性
が
、
個
人
主
義
的
消
費
者
に
よ
っ

て
希
薄
化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
意
識
が
喪
失
し
た
場
合
、
各
人
は

自
分
の
思
い
通
り
に
生
き
、
公
共
の
利
益

を
犠
牲
に
し
て
ま
で
自
己
利
益
の
追
求
に

走
り
ま
す
。
個
人
の
選
択
の
自
由
が
、
市

場
経
済
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
豊
富
な

商
品
へ
の
遠
慮
の
い
ら

な
い
選
択
の
自
由
へ
と

結
実
し
、
人
々
は
理
想

を
求
め
る
政
治
よ
り
も

快
楽
的
生
活
を
保
障
し

て
く
れ
る
現
実
の
経
済

へ
望
み
を
託
し
ま
す
。

　

政
治
（
社
会
の
在
り

方
）
よ
り
も
自
分
の
生

活
の
安
寧
と
福
祉
の
享
受
の
穴
に
閉
じ
こ

も
り
、
周
り
の
人
々
の
生
き
方
や
あ
り
方

に
対
し
て
関
心
を
失
い
か
け
て
い
る
状
況

が
見
か
け
ら
れ
ま
す
。
自
分
だ
け
の
関
心

に
の
み
閉
じ
こ
も
る
「
私
民
」
化
が
進
行

し
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
私
民
化
は
社
会
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
失
わ
せ
、
健
全
な
社
会
の
発
展
を

阻
害
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
の
破
壊

（
腐
敗
）
に
つ
な
が
る
結
果
に
な
る
こ
と

を
恐
れ
る
の
で
す
。

　

人
々
の
生
活
（
暮
ら
し
）
の
価
値
観
が

｢巻頭言｣私民から市民へ‐地区活動に思う 02
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セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
内
訳
は
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
の

13
カ
国
71
人
に
日
本
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
メ
ン
バ
ー

ら
35
人
を
加
え
た
１
０
６
人
。
開
会
式
は
10

月
17
日
、
大
阪
・
天
満
橋
の
大
阪
府
立
男
女

共
同
参
画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
ド
ー
ン
セ

ン
タ
ー
）
で
開
か
れ
た
。

人
間
の
生
き
る
原
点
考
え
よ
う

　

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
前
夜
か
ら
大
阪
入

り
し
た
海
外
の
一
行
が
バ
ス
で
到
着
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
萩
尾
千
里
会
長
が
「
貧
困
な
き

ア
ジ
ア
社
会
の
創
造
の
た
め
に
活
動
し
て
い

第
27
回 

ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー 

大
阪･

奈
良･

京
都　

第27回アジア国際ネットワークセミナー

　

ア
ジ
ア
で
草
の
根
の
支
援
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
明
日
へ
の
課

題
を
話
し
合
う
「
第
27
回
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

主
催
）
が
２
０
１
７
年
10
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
大
阪
、
奈
良
市
内
で
開
か
れ

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
地
域
経
済
と
地
域
文
化
の

存
続
を
巡
っ
て
」
。
若
者
が
都
市
へ
流
出
し
て
衰
退
す
る
地
域
を
ど
う
や
っ
て
活

性
化
さ
せ
る
の
か
を
探
っ
た
。
参
加
者
は
日
本
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
か
ら
計
約
１
０
０
人
。
地
域
お
こ
し
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
京
都
府
南
丹
市

る
皆
さ
ん
、
建
設
的
な
論
議
を
」
と
力
強
く

開
会
を
宣
言
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
創
設
者
の
村
上
公

彦
事
務
局
長
が
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
趣
旨
を
説

明
し
、
「
貧
困
は
所
得
の
不
平
等
が
根
底
に

あ
り
ま
す
が
、
経
済
問
題
だ
け
で
は
解
決
し

な
い
。
地
域
の
文
化
と
人
々
の
暮
ら
し
の
中

で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
命
と
は
、
幸

せ
と
は
何
か
。
ア
ジ
ア
の
仲
間
と
の
交
流
の

場
で
人
間
の
生
き
る
原
点
を
と
も
に
考
え
、

人
々
の
幸
せ
の
た
め
に
連
帯
し
て
行
動
す
る

意
欲
を
わ
か
せ
る
の
が
セ
ミ
ナ
ー
の
狙
い
で

す
」
と
述
べ
た
。

　

三
輪
敦
子
・
ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪
所
長
が

「
持
続
可
能
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
女
性
の
貢
献
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ

い
て
講
演
。
日
本
赤
十
字
社
で
ネ
パ
ー
ル
の

水
供
給
事
業
に
関
っ
た
体
験
か
ら
人
と
水
の

間
に
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が
あ
る
こ

と
、
途
上
国
の
幼
い
子
供
が
命
を
落
と
す
理

由
は
「
呼
吸
器
感
染
症
」
（
風
邪
）
と
下
痢

で
あ
る
こ
と
、
下
痢
で
失
わ
れ
た
水
を
体
内

に
補
給
す
る
き
れ
い
な
水
の
確
保
が
女
性
の

重
要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
町
村

長
、
自
治
会
長
な
ど
「
長
」
の
付
く
仕
事
は

男
性
が
占
め
る
事
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
女

性
は
見
え
な
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し

た
現
状
を
打
破
す
る
に
は
女
性
を
見
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
（
可
視
化
）
、
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

そ
れ
に
は
元
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長
・

坂
東
真
理
子
さ
ん
の
言
葉
、
「
女
性
を
育
て

る
３
つ
の
〝
き
〟
」
（
期
待
、
機
会
、
鍛
え

る
）
の
実
行
が
必
要
だ
。
つ
ま
り
、
女
性
は

期
待
さ
れ
、
機
会
を
得
て
、
鍛
え
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
伸
び
る
―
―
と
話
し
た
。

　
　

も
う
一
人
の
講
演
者
、
イ
ン
ド
・
ヒ
ュ

ー
ル
ア
ン
ベ
ダ
カ
ー
ル
社
会
大
学
の
デ
ィ
リ

ッ
プ
・
バ
ル
サ
ガ
デ
准
教
授
は
「
イ
ン
ド
の

少
数
民
族
居
住
区
の
女
性
の
自
立
へ
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
講
演
。
人
口
の
8
割
が
少

数
民
族
で
森
の
中
で
生
活
す
る
イ
ン
ド
・
マ

ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
ガ
ッ
チ
ロ
リ
地
区
な
ど

で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
少
数
民
族
の

住
む
地
域
で
は
識
字
率
が
低
い
ハ
ン
デ
ィ
は

あ
る
も
の
の
、
女
性
た
ち
が
率
先
し
て
早
朝

か
ら
薬
草
や
野
生
の
果
物
の
採
取
に
出
か
け

る
。
木
の
花
の
ジ
ャ
ム
、
竹
を
編
ん
だ
工
芸

品
づ
く
り
な
ど
の
事
例
を
写
真
で
紹
介
。

「
少
数
民
族
の
人
た
ち
は
豊
か
な
森
を
守
っ

て
き
た
。
未
開
の
場
所
と
い
わ
れ
る
が
、
私

た
ち
が
見
習
う
こ
と
は
多
い
。
地
域
社
会
の

発
展
は
女
性
の
参
加
な
し
に
は
成
し
遂
げ
ら

れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

かやぶきの里に地域おこし学ぶ

美
山
町
の
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
を
訪
ね
た
。
年
間
90
万
人
の
観
光
客
を
呼
び
込
ん

で
過
疎
の
町
を
一
躍
、
観
光
地
に
変
貌
さ
せ
た
美
山
町
の
取
り
組
み
に
感
銘
を
受

け
、
「
美
山
町
の
手
法
を
参
考
に
ア
ジ
ア
各
地
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域

お
こ
し
を
」
と
の
大
会
宣
言
を
採
択
。
地
域
開
発
、
地
場
産
業
の
育
成
、
教
育
、

環
境
、
若
者
の
５
つ
の
分
野
で
実
行
委
員
会
を
設
け
て
地
域
起
こ
し
に
全
力
投
球

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
来
年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。	

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
常
任
理
事
・
広
報
企
画
委
員
長　

法
花	

敏
郎
）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
宣
言

「
か
や
ぶ
き
の
里
」
を
訪
れ
、
記
念
撮
影
し
た
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
た
ち
＝
10
月
19
日
、
京
都
府
南
丹
市
美
山
町

　

セ
ミ
ナ
ー
は
奈
良
市
青
少
年
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
こ
こ
で
四
泊
五
日

の
合
宿
へ
。
東
海
自
然
歩
道
・
柳
生
街
道
に

面
す
る
雑
木
林
を
切
り
開
い
た
建
物
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
本
体
に
丸
太
を
組
み
合

わ
せ
て
い
る
。
部
屋
は
二
段
ベ
ッ
ド
の
10
人

部
屋
。
食
事
は
す
べ
て
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
女
性
ら
の
手
作
り
だ
。
セ
ン
タ
ー
で

は
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、
天
体
観
測
、
ハ
イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め

る
。
周
囲
は
里
山
の
ふ
も
と
に
集
落
が
広
が

る
。
典
型
的
な
日
本
の
農
村
だ
。
午
前
6
時

過
ぎ
、
朝
露
に
濡
れ
た
柳
生
街
道
を
歩
く

と
、
つ
や
や
か
な
濃
い
紫
色
の
ア
ケ
ビ
の
実

が
落
ち
て
い
た
。
朝
も
や
の
中
、
セ
グ
ロ
セ

キ
レ
イ
が
三
羽
、
飛
び
立
っ
た
。

５
つ
の
分
野
で
白
熱
し
た
討
議

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
「
貧
困
な
き
一
つ
の
ア
ジ

ア
」
の
実
現
を
基
本
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る

が
、
今
年
は
地
域
社
会
の
中
で
衰
退
す
る
経

済
、
文
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
人
、
モ
ノ
、
金
の
流
れ
が
国
境
を
越

え
て
押
し
寄
せ
る
中
、
若
者
は
都
会
を
目
指

し
、
地
域
は
高
齢
化
し
て
弱
る
。
平
た
く
言

え
ば
、
巨
大
な
商
業
モ
ー
ル
の
出
現
で
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
降
ろ
す
店
が
多
く
な
っ
た
地
域
の

商
店
街
や
担
い
手
不
足
で
姿
を
消
す
お
祭
り

を
ど
う
や
っ
て
守
る
の
か
と
い
う
問
題
だ
。

　

一
行
は
討
議
の
あ
い
間
に
バ
ス
で
京
都
府

南
丹
市
美
山
町
へ
。
美
山
町
の
「
か
や
ぶ
き

の
里
」
の
保
存
の
取
り
組
み
、
そ
れ
を
生
か

し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
を
地
域
お
こ
し
の
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実
例
と
し
て
見
学
し
た
。
古
い
か
や
ぶ
き
の

民
家
や
由
良
川
の
清
流
、
民
泊
、
雪
景
色
が

ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
年
間
90
万
人
の
観
光
客
が

や
っ
て
来
る
こ
と
を
知
り
、
地
域
お
こ
し
の

手
が
か
り
を
つ
か
ん
だ
。

　

各
国
の
参
加
者
た
ち
は
、
５
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
白
熱
し
た
討
議
を
重
ね
た
。
い

っ
た
ん
ま
と
め
た
レ
ジ
メ
は
参
加
者
の
「
具

「
美
山
に
来
て
よ
か
っ
た
」参
加
者
ら
絶
賛

　

京
都
府
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
南
丹
市
美
山

町
は
、
そ
の
名
の
通
り
美
し
い
山
々
に
囲
ま

れ
た
農
山
村
風
景
の
広
が
る
山
間
部
の
集
落

だ
。
雨
の
そ
ぼ
降
る
10
月
19
日
、
本
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
た
ア
ジ
ア
各
地
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
同
町
北
集
落
の
「
か
や
ぶ
き
の
里
」

を
訪
れ
た
＝
表
紙
と
３
・
４
㌻
の
写
真
。
過

疎
化
防
止
の
た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
保
存
し

第27回アジア国際ネットワークセミナー 第27回アジア国際ネットワークセミナー

　

■ 

第
27
回
セ
ミ
ナ
ー
で
採
択
さ
れ
た
宣
言
の
要
旨

１
．
貧
困
は
教
育
の
不
足
、
家
庭
の
不
和
、
社
会
・
経
済
・
政
治
的
不
平

な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
よ
い
教
育
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
地
域
と
全
世
界
か
ら
貧
困
を
な
く
す
た
め
の
根
本
で
あ
る
。

　
　

教
育
は
、
生
活
の
技
術
（
手
に
職
を
持
つ
こ
と
）
を
向
上
さ
せ
、
地

場
産
業
を
育
て
、
よ
り
よ
い
社
会
や
環
境
を
つ
く
り
出
し
、
若
者
の
能

力
を
開
発
す
る
の
に
役
立
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
村
は
、
持
続
可
能
な
資
源
や
文
化
に
富
ん
だ
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

都
市
と
農
村
の
つ
な
が
り
を
密
接
に
す
る
た
め
に
は
消
費
者
と
生
産
者

の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
修
学
旅
行
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
な
ど
の
発
展
に
よ
っ
て
村
を
支
援
で
き
る
。
地
域
の
文
化
と
資
源

は
、
母
な
る
自
然
を
壊
す
こ
と
な
く
豊
か
に
で
き
る
。
地
域
お
こ
し
に

村
人
の
積
極
的
な
参
加
は
欠
か
せ
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
実
行
す
る
た
め
に
、
①
貧
困
と
地
域
開
発　

②
貧
困
と

地
場
産
業
の
育
成　

③
貧
困
と
教
育　

④
貧
困
と
環
境　

⑤
貧
困
と
若

者
、
の
５
つ
の
分
科
会
（
実
施
機
関
）
を
設
け
る
。

体
策
が
な
い
」
と
の
指
摘
で
練
り
直
し
。
そ

の
結
果
、
各
分
科
会
が
次
の
よ
う
な
要
旨
の

提
言
を
ま
と
め
た
。

【
貧
困
と
地
域
開
発
】
デ
ィ
リ
ッ
プ
・
バ
ル

サ
ガ
デ
委
員
長
（
イ
ン
ド
）

　

地
域
に
は
様
々
な
将
来
性
が
あ
る
の
に
住

民
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
政

治
、
経
済
、
社
会
の
分
野
で
活
躍
す
る
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
５
人
（
う
ち
２
人
は
女
性
）
か

ら
な
る
専
門
家
集
団
を
設
け
て
地
域
開
発
の

提
言
を
ま
と
め
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
井
戸
端
会
議
で
住
民
に
伝
え
る
。

【
貧
困
と
地
場
産
業
の
育
成
】
ナ
デ
ィ
ー
ム

･

Ｓ･

チ
ョ
ー
ド
リ
委
員
長
（
パ
キ
ス
タ
ン
）

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
（
ア
ジ
ア
友
の
会
）
に
参
加
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
実
業
家
が
「
商
工
会
議

所
」
の
よ
う
な
組
織
を
作
る
。
知
恵
を
合
わ

せ
て
安
定
収
入
の
得
ら
れ
る
事
業
に
取
り
組

み
、
利
益
の
２
割
を
Ａ
Ｆ
Ｓ
に
提
供
す
る
。

【
貧
困
と
教
育
】
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ク
ナ
ー
ト

委
員
長
（
イ
ン
ド
）

　

教
育
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
が
増

え
生
活
の
質
が
改
善
す
る
。
そ
の
た
め
に
は

教
育
家
が
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と

（
教
育
に
情
熱
を
）
が
必
要
だ
。
公
教
育
か

ら
落
ち
こ
ぼ
れ
る
子
供
た
ち
の
救
済
が
何
よ

り
重
要
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
社
会
的
少
数

者
）
の
教
育
支
援
、
若
者
の
技
術
習
得
に
も

力
を
入
れ
る
。

【
貧
困
と
環
境
】
ジ
ェ
ネ
ロ
サ
・
コ
ン
デ
ス

委
員
長
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　

自
然
環
境
を
生
か
し
た
経
済
力
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
た
。
そ
の
た
め
に

農
業
の
多
角
経
営
、
水
質
汚
染
の
防
止
、
小

口
融
資
を
担
う
地
域
グ
ル
ー
プ
の
創
設
、
森

林
資
源
の
管
理
強
化
、
グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト

の
導
入
が
必
要
だ
。

【
貧
困
と
若
者
】
デ
ィ
ッ
ク
・
ガ
レ
リ
ア
委

員
長
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　

若
者
が
貧
し
く
な
る
背
景
に
は
教
育
の
不

足
、
家
族
関
係
の
希
薄
化
、
不
健
全
な
施

設
、
収
入
の
不
公
平
な
ど
が
あ
る
。
今
後
３

年
計
画
で
ユ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
体
験
を
通
し

て
若
者
の
や
る
気
を
高
め
る
と
と
も
に
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
、
貧
困
層
を
支
援
す

る
起
業
家
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　

５
つ
の
分
科
会
で
は
以
上
の
提
言
を
実
行

す
る
た
め
の
実
行
委
員
会
を
設
置
。
各
分
科

会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
、
書
記
を
選
任
し

た
。
今
後
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
ア
ジ
ア

の
仲
間
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。

夢
基
金｢

２
年
で
５
０
０
万
円｣

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
の
運
動
の
母
体
で
あ
る
部
会
（
チ

ャ
プ
タ
ー
）
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
社
会
開

発
基
金
（
ア
ジ
ア
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
基
金
・

日
本
名
は
夢
基
金
）
を
２
０
１
０
年
に
設
置

し
た
。
こ
の
お
金
が
３
１
０
万
円
た
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
実
際
に
活
動
を

始
め
る
に
は
５
０
０
万
円
が
い
る
。
そ
の
た

た
も
の
で
、
こ
こ
を
拠
点
に
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
や
特
産
物
の
販
売
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
過
疎
の
町
は
一
躍
、
日

本
の
原
風
景
が
残
る
観
光
地
と
な
り
、
今
や

年
間
90
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
ア
ジ
ア

の
参
加
者
た
ち
は
「
地
域
お
こ
し
の
素
晴
ら

し
い
お
手
本
。
来
て
よ
か
っ
た
」
と
絶
賛
。

「
う
ち
の
村
で
も
ぜ
ひ
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取
り

組
み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

京
都
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
一
時
間
余

り
。
小
高
い
連
山
に
囲
ま
れ
、
山
あ
い
を
は

う
よ
う
に
由
良
川
の
源
流
・
美
山
川
が
流
れ

て
い
る
。
芦
生
原
生
林
も
あ
り
、
去
年
、
京

都
府
丹
波
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
農
林

業
の
衰
退
で
こ
の
半
世
紀
に
人
口
が
１
万
人

か
ら
４
０
０
０
人
に
減
少
。
65
歳
以
上
の
高

め
に
は
部
会
数
の
拡
大
が
必
要
に
な
る
。
部

会
設
立
は
会
員
１
０
０
人
以
上
と
年
間
３
万

円
の
会
費
納
入
が
条
件
だ
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

「
２
年
以
内
に
５
０
０
万
円
を
集
め
る
」
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
に
提
携
団
体
・
カ
リ
ピ
財
団

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
代
表
の
ジ
ミ
ー
・
ク
ナ
ナ

さ
ん
、
ル
デ
ィ
ア
（
イ
ン
ド
）
代
表
の
ブ
ラ

ザ
ー
・
シ
ン
さ
ん
ら
５
人
が
亡
く
な
っ
た
。

参
加
者
全
員
が
起
立
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

神
父
・
エ
カ
・
サ
ン
ト
サ
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

故
人
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

論
議
の
疲
れ
を
い
や
し
、
メ
ン
バ
ー
相
互

の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
毎
夜
、
「
メ
デ
ィ

ソ
ン
・
ル
ー
ム
」
（
団
ら
ん
会
）
が
開
か
れ

た
。
学
校
で
病
め
る
生
徒
が
保
健
室
に
や
っ

て
来
る
よ
う
に
、
セ
ミ
ナ
ー
の
メ
ン
バ
ー
に

も
休
息
の
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

発
想
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
部

屋
の
処
方
箋
は
薬
で
は
な
く
各
種
飲
料
。
参

▲
合
宿
し
て
活
発
に
討
議
す
る
参
加
者
た
ち
＝
10
月
18
日
、
奈
良
市
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

加
者
が
持
ち
込
ん
だ
各
国
の
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ

ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
を

求
め
て
多
く
の
病
人
た
ち
が
や
っ
て
き
た
。

タ
イ
・
ナ
ン
大
学
の
ラ
ド
ム
・
イ
ン
セ
ン
教

授
（
環
境
学
）
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
付
き
ギ
タ
ー

の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の

「
風
に
吹
か
れ
て
」
や
坂
本
九
の
「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」
な
ど
を
全
員
で
歌
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
４
日
目
の
夜
ハ
イ
ラ
イ
ト
は

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
」
（
文
化
祭
）
。
各

国
の
参
加
者
が
お
国
自
慢
の
歌
や
踊
り
を
披

露
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
に
伝
わ
る
戦
闘
の
歌
を
熱

唱
。
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は

着
飾
っ
た
民
族
衣
装
で
伝
統
舞
踊
や
歌
を
披

露
し
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
一
行
は
奈
良
市
内
の

東
大
寺
南
大
門
や
二
月
堂
な
ど
を
見
学
。
奈

良
公
園
の
シ
カ
と
た
わ
む
れ
、
帰
国
の
途
に

つ
い
た
。
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空
手
四
段
で
、
13
歳
の
お
嬢
さ
ん
も
組
手

や
形
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
し
た
空
手
一

家
。
現
在
は
旅
行
会
社
勤
務
。
学
校
の
課
外

授
業
や
個
人
レ
ッ
ス
ン
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
に
接
す
る
機
会
が
多
い
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
子
ど
も
に
社
会

と
の
か
か
わ
り
方
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
ま

た
、
環
境
保
全
に
対
す
る
考
え
方
を
教
え
て

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト
運

動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
た
い
」　

　

活
動
地
は
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ

州
の
ト
モ
ホ
ン
市
。
こ
の
5
年
間
で
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
５
回
。
貯

　

パ
ナ
イ
島
パ
ン
ダ
ン
町
在
住
で
学
校
の
先

生
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
の
歴
史
的
な
水
道
事

業
、
水
源
の
森
植
林
活
動
で
よ
く
知
ら
れ
た

町
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
機
に
レ
ポ
ー
ト
を

寄
せ
て
く
れ
た
。

　

「
Ａ
Ｆ
Ｓ
パ
ン
ダ
ン
は
、
貧
し
い
と
思
わ

れ
る
地
域
に
関
心
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
社

会
で
蓄
積
さ
れ
た
富
は
地
域
の
質
を
高
め
、

栄
養
の
良
い
状
況
を
作
り
だ
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
」

　

「
町
の
南
に
あ
る
ア
イ
デ
ア
カ
カ
ン
小
学

校
と
い
う
、
最
も
生
徒
の
多
い
学
校
で
、
栄

海
外
か
ら
の
参
加
者
に
聞
く

ジ
ミ
ー
・
ポ
ン
ト
ー
さ
ん
（
43
）

Ａ
Ｆ
Ｓ
ト
モ
ホ
ン
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

ド
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ト
イ
さ
ん
（
29
）

Ａ
Ｆ
Ｓ
パ
ン
ダ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

齢
者
が
半
数
近
く
を
占
め
る
。
「
こ
の
ま
ま

で
は
町
が
衰
退
す
る
ば
か
り
」
と
の
危
機
感

が
高
ま
り
、
町
内
に
残
る
昔
な
が
ら
の
か
や

ぶ
き
屋
根
の
民
家
の
保
存
に
取
り
組
ん
だ
。

　

38
の
か
や
ぶ
き
屋
根
が
残
る
北
集
落
が

１
９
９
３
年
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
漬
物
や
佃
煮
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
使
っ
た
カ
レ
ー
な

ど
の
特
産
物
販
売
に
力
を
入
れ
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
宿
泊
施
設
、
露
天
風
呂
付
浴
場
も
つ
く

っ
た
。
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
美
山
町
、

岐
阜
県
の
白
川
郷
と
並
ぶ
観
光
地
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年
間
90
万
人
の
観

光
客
の
う
ち
、
二
割
が
台
湾
、
中
国
、
香

港
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
の
海
外
組

だ
。
首
都
圏
か
ら
修
学
旅
行
の
生
徒
も
や
っ

て
来
る
、
春
は
桜
、
夏
は
ア
ジ
サ
イ
と
由
良

川
の
ア
ユ
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
、
冬
は
灯
ろ
う

に
照
ら
さ
れ
た
か
や
ぶ
き
屋
根
の
雪
景
色
が

こ
れ
か
ら
の
活
動

方
向
性
が
見
え
た

モ
ハ
メ
ド
・
ア
ー
メ
ッ
ド
さ
ん
（
34
）

LEAD Trust

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）

リ
ム
・
チ
ャ
イ
・
ホ
ン
さ
ん

Ａ
Ｆ
Ｓ
ペ
ナ
ン
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

　

自
ら LEA

D
 Trust 

と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
運

営
し
て
い
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
だ
。
２
０
０
４

年
に
立
ち
上
げ
、
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
３

名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者
は
３
０
０
名
を

数
え
る
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
３
名
が
参

加
し
た
。
株
式
市
場
へ
の
投
資
で
得
た
利
益

が
主
要
な
財
源
で
あ
る
点
は
大
変
ユ
ニ
ー
ク

で
あ
り
、
友
人
か
ら
の
支
援
も
貴
重
な
財
源

に
な
っ
て
い
る
。

　

宗
教
を
超
え
、
16
〜
30
歳
の
若
者
た
ち
を

対
象
に
3
日
間
で
組
織
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
実
践
的
な
教
育
を
し
て
お
り
、
人
材
育
成

は
最
も
重
要
な
活
動
だ
。
ス
ラ
ム
の
子
ど
も

た
ち
の
衛
生
教
育
、
農
村
の
子
ど
も
た
ち
の

教
育
支
援
、
永
続
可
能
な
組
織
を
担
う
女
性

対
象
の
教
育
な
ど
、
様
々
な
教
育
活
動
も
し

て
い
る
。
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
村
上
事
務
局
長
を
メ

ン
タ
ー
（
指
導
者
）
と
し
て
慕
っ
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。
今
後
は
、
農
村
地
区
住
民
の
た
め

の
血
液
検
査
や
子
ど
も
た
ち
の
し
つ
け
教
育

な
ど
、
衛
生
教
育
と
次
世
代
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
く
予
定
で
す
」

　

「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
」
。
本
職
は
看
護
師
。
ペ
ナ
ン
の
カ
ト
リ

楽
し
め
る
。

　

地
域
お
こ
し
の
中
核
と
し
て
設
置
さ
れ
た

官
民
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
美
山
ふ
る
さ

と
株
式
会
社
」
（
奥
本
浩
二
代
表
取
締
役
）

は
美
山
の
特
産
品
や
牛
乳
、
ケ
ー
キ
の
販

売
、
芦
生
の
森
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
雪
の
美
山

の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
、
田
舎
暮
ら
し
の

た
め
の
分
譲
地
販
売
を
手
掛
け
る
。
売
上
は

年
々
増
え
、
年
間
５
億
７
０
０
０
万
円
に
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
こ
の
町
で
毎
年
春
休
み
に
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
「
土
と
水
と
緑
の
自
然

学
校
」
を
開
い
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
た
ち
は
北
集
落
で
、

「
美
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
（
大
野
光
博

委
員
長
）
の
皆
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
た
。

江
戸
時
代
か
ら
残
る
か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家

を
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
で
見
学
。
「
か
や
ぶ

き
屋
根
は
何
年
持
つ
の
」
「
屋
根
を
ふ
き
か

え
る
の
に
か
か
る
費
用
は
」
と
熱
心
に
質
問

し
て
い
た
。

　

大
野
委
員
長
と
「
南
丹
市
美
山
町
平
屋
振

興
会
」
の
外
田
誠
会
長
ら
が
美
山
町
の
地
域

お
こ
し
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
説
明
し

て
く
れ
た
。
外
田
さ
ん
は
自
然
環
境
を
生
か

し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
が
20
年

ほ
ど
前
か
ら
日
本
に
浸
透
し
た
こ
と
を
指

摘
。
「
都
会
生
ま
れ
の
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど

が
自
然
を
知
ら
な
い
。
美
山
の
環
境
と
伝
統

を
守
っ
て
都
会
の
人
た
ち
を
こ
の
地
に
呼
び

込
み
た
い
。
環
境
は
お
金
を
生
む
ん
で
す

ね
」
と
語
っ
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
タ
イ
の
ム
ー
ン
チ
ャ
ン

町
の
町
長
の
サ
ム
レ
イ
・
パ
ッ
プ
ポ
ー
ン
さ

ん
は
美
山
町
の
取
り
組
み
に
大
き
な
刺
激
を

受
け
た
。
サ
ム
レ
イ
さ
ん
の
町
で
も
若
者
が

バ
ン
コ
ク
や
チ
ェ
ン
マ
イ
に
出
て
過
疎
化
が

進
み
、
７
０
０
０
人
の
人
口
が
６
０
０
０
人

に
減
っ
た
。
う
ち
、
60
歳
以
上
が
１
０
８
０

人
を
占
め
、
高
齢
化
が
忍
び
寄
っ
て
い
る
。

「
わ
が
町
は
パ
パ
イ
ヤ
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の

果
物
が
豊
富
で
、
野
山
も
美
し
い
。
車
で
10

分
の
隣
町
に
は
27
の
古
い
仏
教
寺
院
も
あ

る
。
美
山
町
の
よ
う
に
エ
コ
ー
ツ
ア
ー
で
観

光
客
を
呼
び
込
み
、
人
口
減
に
歯
止
め
を
か

け
た
い
。
来
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ジ
ア
社
会
科
学
院
（
大

学
院
大
学
）
副
学
長
、
デ
ニ
ス
・
バ
ト
イ
さ

ん
も
「
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
今
、
海
岸
の

近
く
に
い
ろ
ん
な
種
類
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を

展
示
す
る
博
物
館
づ
く
り
を
計
画
し
て
い

る
。
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
エ
コ
ツ
ア
ー
に
取

り
組
み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

タ
イ
の
ラ
ン
パ
ー
ン
・
ラ
タ
パ
ッ
ト
大
学

の
パ
ク
デ
ィ
・
ソ
ラ
ポ
ン
教
授
（
ツ
ー
リ
ズ

ム
論
・
英
語
）
は
「
美
山
町
の
取
り
組
み
を

学
生
た
ち
に
授
業
で
教
え
た
い
。
冬
の
雪
景

色
を
見
に
再
訪
し
た
い
」
と
話
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
J
A
F
S
ス
タ
ッ
フ　

永
井	

博
記
、
柿
島	

裕
）

水
タ
ン
ク
支
援
と
周
辺
の
清
掃
、
植
林
活
動

を
し
た
。

　

「
大
切
な
飲
料
水
源
が
民
間
の
手
で
開
発

さ
れ
て
政
府
と
企
業
が
利
権
を
求
め
て
投
資

す
る
の
が
普
通
に
な
り
始
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ベ
ー
ス
の
共
有
財
産
化
が
難
し
い
。
別
の

分
野
へ
活
動
の
舵
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
が
現
実
で
す
」

　

「
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
ア
ジ
ア

の
仲
間
た
ち
と
話
が
で
き
、
自
分
の
活
動
の

方
向
が
見
え
た
気
が
し
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
行
わ
れ
て
い
る
環
境
保
全
活
動
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
果
樹
な
ど
を
含
め
た
植
林

活
動
を
通
じ
た
教
育
活
動
を
実
行
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
」

町
の
大
規
模
校
で

栄
養
改
善
の
活
動

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
起
こ
し

リ
ー
ダ
ー
を
養
成

次
回
は
ホ
ス
ト
役

皆
さ
ま
に
満
足
を

ッ
ク
教
会
を
拠
点
に
幼
児
教
育
や
地
域
支
援

な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
同
様
に
貧
困
対
策
と
環
境
改
善
に

つ
い
て
の
会
議
も
開
き
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
。
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
に
は
第
3
回
（
１
９
９
３
年
、
イ
ン

ド
）
か
ら
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
は
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
職
は
引
退
し
て
い

ま
す
が
、
社
会
貢
献
活
動
は
継
続
し
て
い
ま

す
」
。
今
回
は
仲
間
の
グ
レ
ン
チ
ア
・
シ
リ

パ
ラ
さ
ん
も
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
最
終
日
に
次
回
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
地
を
決
め
る
の
が
恒
例
で
、
次
回
は
Ａ
Ｆ

Ｓ
ペ
ナ
ン
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
ペ
ナ
ン
で
開
か
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

「
マ
レ
ー
シ
ア
開
催
は
、
１
９
９
６
年
の
パ

ン
コ
ー
ル
島
に
次
い
で
2
回
目
で
す
。
皆
さ

ま
に
満
足
い
た
だ
け
る
セ
ミ
ナ
ー
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

第27回アジア国際ネットワークセミナー第27回アジア国際ネットワークセミナー

養
摂
取
月
を
始
め
ま
し
た
。
ス
ー
プ
・
キ
ッ

チ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て Lugaw

 

と
呼
ば
れ
る
鳥
雑
炊
を
配
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
５
０
名
以
上
の
生
徒
を
対
象
に
、
ポ

ス
タ
ー
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
接
す
る
た
め

に
、
年
中
行
事
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
て
普
段
の
活
動

に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
」
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農
村
に
住
む
、
特
権
を
持
た
な
い
子
ど
も

た
ち
に
、
よ
り
良
い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と

が
、
設
立
以
来
、
我
々
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
の
主
な
目

的
で
あ
り
活
動
で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
は
平
等
な

機
会
を
農
村
の
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て
き

ま
し
た
。
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
正
し
く
適

切
な
教
育
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
国
に

対
し
て
責
任
を
持
つ
人
間
に
成
長
す
る
こ
と

を
信
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
貧
困
に

よ
り
社
会
的
に
立
ち
遅
れ
た
り
、
ま
た
他
の

様
々
な
理
由
に
よ
り
教
育
を
受
け
る
機
会
か

ら
遠
ざ
か
る
こ
と
で
、
発
展
の
主
流
か
ら
置

能
な
教
師
陣
が
教
え
て
い
ま
す
。
６
月
の

間
、
学
校
運
営
管
理
部
は
、
新
し
い
生
徒
の

入
学
と
デ
ー
タ
整
理
の
た
め
に
必
要
な
準
備

を
行
い
ま
し
た
。
我
々
は
生
徒
た
ち
を
「
ア

ド
ハ
ー
」
と
い
う
イ
ン
ド
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
も
登
録
し
、
必

要
な
デ
ー
タ
と
情
報
を
イ
ン
ド
政
府
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
国
家
的
英
雄
の
聖
誕
祭
や
偉
大

な
る
国
家
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
マ
ハ
ト
マ
・
ガ

ン
ジ
ー
氏
、
ビ
ー
ム
ラ
ー
オ
・
ラ
ー
ム
ジ
ー

・
ア
ン
ベ
ド
カ
ー
ル
氏
の
誕
生
記
念
日
な
ど

の
、
非
常
に
重
要
な
国
家
の
日
を
祝
い
ま

す
。
さ
ら
に
独
立
記
念
日
や
共
和
国
記
念
日

に
つ
い
て
も
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ら

祝
賀
行
事
の
一
部
と
し
て
、
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
を
、
生
徒
た
ち
の
一
般
常
識
や
書
く

能
力
を
養
う
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
は
国
際
女
性
の
日
も
祝
う
と
と
も
に
、

全
て
の
女
性
に
敬
意
を
表
す
こ
と
や
社
会
に

お
け
る
女
性
の
役
割
に
関
し
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各

年
度
が
始
ま
る
前
に
と
て
も
良
く
計
画
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
学
校
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
教

育
機
会
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
組
み
込
ん

で
い
ま
す
。

　

同
校
に
は
課
外
活
動
（
親
睦
会
、
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
定
期
健
康
診
断
、
お
し
ゃ

イ
ン
ド
の
学
校
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

き
去
り
に
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
支
持
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
Ｈ

Ｄ
Ｓ
Ｉ
は
農
村
地
域
で
、
貧
し
く
社
会
か
ら

無
視
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
し
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
マ
ラ
ツ
テ
ィ
県
チ

カ
ル
ダ
ー
ラ
村
に
あ
る
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ズ
修

道
院
英
語
学
校
に
は
幼
稚
園
部
門
と
5
年
生

ま
で
の
小
学
校
部
門
が
あ
り
、
英
語
教
育
に

重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
幼
稚
園
に
80
名
、
小
学
校
に

１
２
７
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
有

海外からの報告

　Providing better education to the less privileged children 
in the rural villages is one of the main objectives and 
intervention of HDSI since the inception of the organization. 
HDSI provided equal opportunities for the children belong to 
the rural areas comparing with their counterparts living in the 
cities. We believe every child shall be motivated to get proper 
education to become responsible citizens of the country. HDSI 
upheld the vision that no children left out from the mainstream 
development by being unable to pursue their education due to 
several reasons such as poverty, backwardness or so on, hence 
HDSI planned and has been implementing education program 
for the poor and marginalized children in rural areas.
　School at Chikaldara have two sections one for preprimary 
classes and another for primary classes and both schools are 
named St. Johns English Convent School. Children from 
Kindergarten to 5th Standard is	studying in this school and 
giving importance to English education. There are 80 students 
studying in the preprimary section and 127 students studying 
in the primary section during this period. The efficient teachers 
are recruited and teaching at the school. During the month of 
June the school administration made necessary arrangements 
for enrolling new students and filing the data with necessary 
authorities. We also enrolled the students with Aadhar and 
uploaded necessary data and mark sheets to the government 
specified portals.
　The school also observed important days like National 
Hero Jayanthi and birth anniversary of great national leaders 
such as Mahatma Gandhi, Bhimrao Ramji Ambedkar etc. 
also arranged celebrations on independence day and republic 
day. As part of the celebrations we have arranged essay 
competitions for improving the general knowledge and skills 
of   writing   of   the   students.   Students   also observed
International Day of Women and given respect to all women 
and made aware of the students the role of women in the 
society.
　Curriculum and academic year programs were well designed 
before starting of each academic year and due importance 
were given  to  the  academic  and  nonacademic  activities of 
the children studying in this schools. Extracurricular activities 
such as social gathering, arts  and sports  promotion, regular 
medical camps, fancy dress  competitions, study tours are part 

of the academic programs in this school. Special emphasis 
is giving for the moral and values education and character 
building of the children at their younger age. HDSI also 
arranging periodical Parents Teachers Meetings on quarterly 
basis to assess and report the merits of the students to their 
parents and matters related to regular management of the 
school activities.   We have arranged  annual day celebrations 
at the school and it was a platform for the students to perform 
their art and cultural activities before the fabulous audience. 
This helped the students and parents to improve self dignity. 
This year students from this school were attended in the 
ISO organized Maths Olympiad Examination and each one 
performed well.
　We have given importance to familiarize the use of 
computer technology for the students and the computer classes 
for theory and practical were arranged for the students as part 
of the curriculum. Students were also obtained opportunities 
for participating in the science exhibition arranged by the 
Panchayath Samithi.
　The commitment of the teachers and the enthusiasm of 
the children together with the cooperation and support of the 
parents and efficient management of HDSI made the learning 
environment conducive for better education.

…
… 

海
外
か
ら
の
報
告 

…
…　
一
部
を
和
英
対
訳
で
お
伝
え
し
ま
す

プ
ラ
モ
ッ
ド
・
ソ
ラ
ッ
ト

Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
（
イ
ン
ド
）
代
表

School Education Program

Pramod Thorat　HDSI (Human Development　
　　　　　　　　　　Society of India) Director

れ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
な
ど
）
が
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
道
徳
意
識
や
価
値
観
に
つ
い

て
の
教
育
や
幼
時
か
ら
の
人
格
形
成
に
、
同

校
で
は
大
変
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｓ

Ｉ
で
は
四
半
期
に
一
度
、
定
期
的
に
親
と
教

師
が
面
談
を
し
て
、
生
徒
た
ち
の
成
績
を
評

価
報
告
し
、
同
校
の
運
営
や
学
校
の
活
動
に

関
し
て
も
併
せ
て
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
１
年
に
一
度
の
記
念
日
を
設

け
、
生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
文
化
的

活
動
を
聴
衆
の
前
で
発
表
す
る
場
と
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
に
よ
り
、
生
徒
と
親

は
自
身
の
尊
厳
を
高
め
ま
す
。
今
年
の
生
徒

た
ち
は
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
参
加
し
、

良
い
成
績
で
し
た
。		

　

さ
ら
に
生
徒
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技

術
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
を
重
視
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
理
論
と
実
習
の
授
業
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
生
徒
た

ち
は
科
学
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
へ
参
加
す
る
機

会
も
得
ま
し
た
。

　

教
師
陣
の
献
身
的
な
指
導
と
生
徒
の
熱

意
、
親
の
協
力
と
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
Ｈ
Ｄ

Ｓ
Ｉ
の
効
果
的
な
運
営
が
、
学
ぶ
環
境
を
作

り
、
よ
り
良
い
教
育
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

（
翻
訳
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
名
誉
領
事
館

　
　

館
長　

木
下	

峻
佑
）

◆
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
の
井
戸
事
業
と
グ
リ
ー
ン
ス
カ

ウ
ト
活
動
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
支
援
対
象
で
す

が
、
同
地
で
水
く
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
子

ど
も
の
教
育
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

平等な学びを農村の子らに
課外活動で、豪華な衣装を
着飾った子どもたち＝セン
トジョンズ修道院英語学校
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サ
ル
ボ
ダ
ヤ
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
リ
ラ
ン
カ
部
会

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
常
任
理
事　
西
田 

貞
之　

　

本
会
の
長
年
の
提
携
団
体
で
あ
る
ス
リ
ラ

ン
カ
の
名
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
（
１
９

５
８
年
創
立
）
に
こ
の
た
び
、
ア
ジ
ア
友
の

会
ス
リ
ラ
ン
カ
部
会
「
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
リ
ラ
ン

カ
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
９
月
２
日
、
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
の

本
部
が
あ
る
モ
ラ
ト
ワ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大

の
都
市
コ
ロ
ン
ボ
の
南
約
20
㌔
）
で
発
会
式

が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
か
ら
村
上
公
彦
事
務
局

長
、
小
原
純
子
副
会
長
、
山
下
泰
之
監
事
、

井
戸
を
寄
贈
さ
れ
た
木
村
文
子
さ
ん
、
報
告

者
西
田
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｓ
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
か
ら
は
ジ
ー
ナ
・
ヤ
ッ

プ
さ
ん
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
会
長
の
Ｍ

・
Ｒ
・
カ
ム
レ
（
イ
ン
ド
政
府
上
席
国
家
公

務
員
）
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

約
１
０
０
人
の
出
席
者
を
前
に
、
式
典
は

伝
統
的
な
オ
イ
ル
ラ
ン
プ
の
点
灯
式
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
主
だ
っ
た
出
席
者
が
順
次

点
灯
し
た
後
、
黙
と
う
、
カ
マ
ル
・
ワ
ル
ボ

ダ
教
授
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
ビ
ニ
ヤ
・
ア
リ

ヤ
ラ
ト
ネ
博
士
の
特
別
講
演
、
サ
ル
ボ
ダ
ヤ

と
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
友
好
関
係
に
つ
い
て
の
ビ
デ

オ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ

ヤ
ラ
ト
ネ
博
士
の
あ
い
さ
つ
、
村
上
事
務
局

長
の
あ
い
さ
つ
と
続
き
ま
し
た
。
法
律
専
門

家
に
よ
る
規
約
の
提
案
、
出
席
者
に
よ
る
承

認
、
役
職
者
の
任
命
が
あ
り
、
正
式
に
Ａ
Ｆ

Ｓ
ス
リ
ラ
ン
カ
部
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ジ
ー
ナ
さ
ん
、
カ
ム
レ
さ
ん
ら

参
加
者
の
あ
い
さ
つ
が
続
き
ま
し
た
。
私
は

「
こ
の
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
の
ホ
ー
ル
に
戻
っ
て
来

る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
２
０

０
１
年
、
初
め
て
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
と
き
も
こ
の
ホ
ー

ル
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
時
の
印
象
が
良
か
っ
た
か
ら
私
も

こ
の
活
動
に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｓ
に
は
、
今
や
先
進
国
に
な
っ
た
国
や

発
展
途
上
国
な
ど
様
々
な
国
が
あ
り
、
お
互

い
に
学
ぶ
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。」
と

い
う
発
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
ビ
ン
ド
ラ
・
カ
ン
ダ
ー
ゲ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
リ

ラ
ン
カ
副
代
表
の
閉
会
宣
言
で
発
会
式
は
無

時
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
本
部
の
敷
地
内
に

あ
る
Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
博
士
の
自
宅

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ル
ボ
ダ
ヤ
の
創
始
者
、
Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ

ヤ
ラ
ト
ネ
博
士
は
、
１
９
３
１
年
11
月
5
日

に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
教
員
養

成
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
後
、
仏
教
系
の
エ
リ
ー

ト
校
ナ
ー
ラ
ン
ダ
高
校
の
理
科
教
師
を
14
年

間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
生
徒
と
と
も

に
訪
れ
た
農
村
の
貧
し
さ
に
衝
撃
を
受
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
農
村
開
発
運
動
を
始

め
ま
し
た
。

　

サ
ル
ボ
ダ
ヤ
と
は
、「
す
べ
て
の
人
の
心

の
目
覚
め
」
を
意
味
し
ま
す
。
ひ
と
り
の
目

覚
め
が
家
族
の
目
覚
め
を
起
こ
し
、
家
族
の

目
覚
め
は
村
人
の
目
覚
め
に
、
多
く
の
村
の

目
覚
め
は
国
の
目
覚
め
に
つ
な
が
る
と
し
、

最
終
的
に
は
世
界
か
ら
飢
餓
・
病
気
・
無
知

・
争
い
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
て
社
会
活

動
を
行
っ
て
い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
最
大
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
す
。
「
真
実
と
非
暴
力
」
を
そ
の
基
本

理
念
と
し
て
、
貧
富
な
き
社
会
の
構
築
を
目

的
に
60
年
近
く
活
動
し
、
現
在
で
は
ス
リ
ラ

ン
カ
の
１
万
５
０
０
０
の
村
（
総
人
口
の
約

2
割
）
で
活
動
を
展
開
中
で
す
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
１
９
８
３
年
以
来
続

い
て
い
た
内
戦
が
２
０
０
９
年
に
終
わ
り
、

少
し
ず
つ
穏
や
か
さ
を
取
り
戻
し
て
き
て
い

ま
す
。
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
も
、
第
二
世
代
へ
の
移

行
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
各
国
を
は
じ
め
と
す

る
幅
広
い
交
流
を
求
め
て
、
少
し
ず
つ
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
・
Ｔ
・
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
博
士
と
当
会
の

村
上
事
務
局
長
と
は
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
た

め
、
１
９
８
８
年
以
降
、
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
は
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
現
地
提
携
団
体
と
し
て
の
活
動

も
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
、
飲
料
水
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
総
括
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
木
村
さ
ん
が
ク
ガ

タ
マ
村
に
寄
贈
し
た
井
戸
と
、
日
東
電
工
が

寄
贈
し
た
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
見
学
し
、

村
人
と
交
流
し
ま
し
た
。
二
つ
の
施
設
と
も

生
活
用
水
、
飲
料
水
と
し
て
現
在
も
活
用
さ

れ
、
村
人
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

村上事務局長（立ってあいさつする人）らＪＡＦＳメンバーも参加した＝９月２日、モワトラ

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
で
一
番
大
き
な
島
、
ル

ソ
ン
島
の
中
央
部
内
陸
に
位
置
す
る
ヌ
エ
バ

エ
シ
ハ
州
は
、
パ
ン
パ
ン
ガ
川
の
中
流
域
で

平
野
が
広
が
り
、
米
作
り
が
さ
か
ん
な
地
域

で
す
。
そ
の
一
方
で
毎
年
、
台
風
の
季
節
に

は
川
が
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
水
害
の
深
刻
な
被
害
に
悩

ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
家
々
や
大
切
に
育
て

た
作
物
、
家
畜
が
流
さ
れ
、
飲
料
水
の
汚
染

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
が
地
域
の
発
展
を

妨
げ
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
現
地
提
携
団
体
の
カ
リ
ピ
財
団
と

連
携
し
、
１
９
８
５
年
か
ら
井
戸
建
設
や
植

林
、
診
療
所
建
設
な
ど
の
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
継
続
し
て
大
き
な
支
援
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
が
、
当
時
の
松
下
電
器
関
連

労
働
組
合
の
方
々
で
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
バ
ン
ブ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
竹
を
贈
る
活
動
）
が
あ
り
ま

す
。
１
９
９
３
年
か
ら
２
０
０
４
年
の
間
に

２
万
６
５
７
０
本
の
植
林
と
３
万
本
以
上
の

育
苗
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
年
に
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
が
噴
火

し
た
後
、
こ
の
地
域
に
は
多
く
の
被
災
者
が

避
難
し
、
移
入
し
ま
し
た
。
焼
畑
や
生
活
の

た
め
に
乱
伐
し
て
木
々
が
な
く
な
り
、
荒
れ

果
て
た
土
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
森
は
村
人
に
と
っ
て
生
活
基
盤
で
あ
り

糧
で
も
あ
り
ま
す
。
緑
多
い
土
地
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
が
生
活
を
復
興
さ
せ
る
た
め

に
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

竹
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
成
長
が
早
く
、

砂
地
や
粘
土
層
に
も
根
を
よ
く
伸
ば
し
て
土

壌
の
流
出
を
防
ぎ
、
二
酸
化
炭
素
を
減
ら

し
、
生
活
へ
の
用
途
が
広
く
、
食
用
に
も
な

る
か
ら
で
す
。
成
長
し
た
竹
は
、
村
人
の
手

に
よ
っ
て
家
や
船
、
家
具
、
食
料
や
燃
料
に

変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
を
売
る
こ
と
で
生
活
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
後
も
、
村
の
人
々
が
育

て
た
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
様

々
な
果
樹
や
、
防
虫
効
果
の
あ
る
ニ
ー
ム
の

木
な
ど
も
植
え
ら
れ
、
緑
豊
か
な
土
地
へ
と

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
の
植
林
か
ら
20

年
以
上
の
月
日
が
流
れ
、
大
き
く
成
長
し
た

竹
は
根
を
張
り
、
川
の
土
手
を
守
り
、
台
風

や
洪
水
の
際
の
川
岸
の
浸
食
を
最
小
限
に
防

い
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
経

験
を
積
ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
、

今
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
若
い
世
代

に
グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト
活
動
（
環
境
保
全
運

動
）
や
農
業
、
職
業
訓
練
な
ど
セ
ミ
ナ
ー
を

開
き
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
ロ
デ
ル
さ
ん
は

「
多
く
の
日
本
の
方
々
が
長
年
に
わ
た
り
、

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
パ
ラ
ヤ
ン
市
や
サ
ン
レ

オ
ナ
ル
ド
町
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
町
、
ガ
パ

ン
町
な
ど
を
訪
れ
、
一
生
懸
命
に
村
人
た
ち

の
た
め
に
事
業
を
進
め
て
く
れ
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
を
し
た
こ
と
で
、
村
の
人
々
も
地
域

に
対
す
る
思
い
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
一
緒

に
汗
を
流
し
、
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
文
化

交
流
を
し
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
だ
。
ま
た
ぜ
ひ
カ
リ
ピ
を
訪
ね
て
ほ
し

い
。M

aram
ing salam

at !

（
本
当
に
あ
り

が
と
う
！
）
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　

　

カ
リ
ピ
財
団
創
設
者
の
ジ
ミ
ー
・
ク
ナ
ナ

ン
氏
は
昨
年
４
月
に
天
国
に
召
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
理
念
・
思
い
・
活
動
は
確
実
に
地

域
の
人
に
引
き
継
が
れ
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

岡
本	

佳
子
）

ル
ソ
ン
島
に
育
て
た
竹
林

地
域
守
り
人
々
を
支
え
る

㊤
植
え
て
年
を
経
た
竹
は
大

き
く
育
っ
て
根
を
張
り
、

川
岸
の
土
壌
を
支
え
て
い

る
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ヌ
エ

バ
エ
シ
ハ
州

㊧
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
参
加
者

た
ち
が
竹
の
苗
を
植
え
た

＝
１
９
９
３
年
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ネ
パ
ー
ル
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
拠
点
事
務
所

１
９
８
６
年
に
ネ
パ
ー
ル
ア
ジ
ア
友
の
会

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
が
結
成
さ
れ
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
っ
て
ネ
パ
ー
ル
を
支
援
し
続
け
て
い

る
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
。
そ
の
拠
点
と
な
る
事
務
所
が

こ
の
た
び
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
に
設
置
さ
れ
＝

写
真
＝
、
２
０
１
７
年
11
月
２
日
に
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
法
律
に
よ

り
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活
動
す
る
に
は
現

地
政
府
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で

す
。
宗
教
的
儀
式
の
後
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
と
日
本
の
国
旗
を
お
菓
子
で
あ

し
ら
っ
た
特
注
の
ケ
ー
キ
が
用
意
さ
れ
、
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
や
関

係
者
も
30
名
ほ
ど
集
ま
り
、
と
て
も
に
ぎ
や

か
で
楽
し
い
開
所
式
で
し
た
。

　

そ
の
夜
に
は
、
事
務
所
の
開
所
祝
い
と
我

々
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
を
歓
迎
す
る
た
め
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
の
ホ
テ

ル
で
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
当
初
の

創
立
メ
ン
バ
ー
、
今
の
中
心
メ
ン
バ
ー
、
次

世
代
の
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
ま

で
、
全
部
で
50
〜
60
名
が
集
い
、
と
も
に
祝

い
、
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
は
、
と
て
も
陽
気
で

楽
し
く
親
切
な
方
ば
か
り
で
し
た
。
初
め
て

ネ
パ
ー
ル
に
行
き
、
支
援
現
場
も
訪
れ
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
活
動
が
ど
れ
だ
け
現
地

の
人
々
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
が
、
と
て
も

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
地
震
の
復
興
支
援
、

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
学
校
建
設
、
井
戸

や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
里
親
制
度
︙
︙
。

　

「
百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
」
。
や
は
り
現

地
に
行
っ
て
体
感
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

　
　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

米
田	

明
正
）

　

熊
本
地
震
か
ら
1
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
10
月
現
在
の
益
城
町
の
仮
設
住

宅
で
は
、
自
宅
を
自
力
再
建
し
、
退
去
す
る

方
も
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
ま
す
。
自
治
会

長
が
1
年
の
任
期
を
終
え
て
交
代
す
る
仮
設

団
地
も
あ
り
ま
す
。
仮
設
団
地
で
は
、
自
治

会
長
の
負
担
が
以
前
か
ら
課
題
で
し
た
。

　

自
治
会
長
の
役
割
は
、
町
か
ら
住
民
へ
の

連
絡
事
項
の
伝
達
、
県
内
外
か
ら
申
し
出
の

あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
草
刈
り
、
お
茶

会
、
音
楽
会
、
も
の
づ
く
り
、
健
康
講
座

等
）
受
け
入
れ
、
そ
の
他
住
民
の
御
用
聞
き

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
全
て
を
こ
な
し

て
い
た
ら
、
と
て
も
自
宅
の
再
建
に
手
が
回

り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
役
割
の
一
つ
に
、
そ
の
自
治
会

長
の
負
担
軽
減
が
あ
り
ま
す
。
県
内
外
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

集
会
所
へ
の
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
・
片

付
け
、
住
民
へ
の
声
掛
け
な
ど
を
し
て
き
ま

し
た
。
会
長
を
始
め
、
そ
の
他
の
役
員
の
負

担
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
日
々
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
協
力
で
個
人
的

な
用
事
も
で
き
た
と
言
っ
て
も
ら
い
、
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
安
心
は
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
ま
で
中
心
と
な
っ
て
い
た
住
民
が
抜
け
る

と
、
自
然
と
集
ま
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
あ
る
仮
設
団
地
で
は
、
住
民
が
主
催

し
て
週
に
2
回
体
操
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

先
日
、
退
去
準
備
に
入
る
た
め
と
、
終
了
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
残
っ

て
い
る
住
民
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
す
ぎ
て
も
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
全
く

な
い
と
集
ま
る
機
会
が
減
り
、
孤
立
す
る
人

が
出
て
き
ま
す
。
住
民
が
自
主
的
に
周
り
に

声
掛
け
を
し
て
集
え
れ
ば
一
番
い
い
の
で
す

が
、
な
か
な
か
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
長
く
定
期
的
に
支
援

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
県
内
の
大
学
生
と

仮
設
団
地
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
仮
設
団
地
の
自
治
会
と
大
学
生
と
で
、

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
考
え
る
と
こ
ろ
か

ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
先
日

は
、
餃
子
を
作
っ
て
食
べ
る
会
を
し
ま
し
た

＝
写
真
。
仮
設
団
地
の
住
民
だ
け
で
な
く
、

も
と
も
と
の
地
域
住
民
に
も
声
を
か
け
、
農

家
か
ら
ニ
ラ
を
い
た
だ
き
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
野
菜
を
刻
み
、
み
ん
な
で
包
ん
で
焼
い
て

食
べ
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
県
外
か
ら
支
援
に
来
て
い
る
身

と
し
て
、
今
後
、
仮
設
住
宅
の
自
治
会
と
ど

う
関
わ
る
か
、
被
災
者
を
ど
う
ケ
ア
し
続
け

る
か
、
日
々
探
り
探
り
で
す
。
自
宅
を
再
建

し
て
元
の
地
域
に
戻
っ
た
方
も
、
仮
設
住
宅

に
残
る
方
も
、
元
の
地
域
に
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
方
も
、
地
域
に
暮
ら
す
み
な
さ
ん
が

明
る
く
、
安
ら
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
心

か
ら
願
い
、
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
実
施
ス
タ
ッ
フ

　

市
川	

睦
美
）

海外からの報告

熊
本
地
震
か
ら
１
年
半

熊
本
地
震
か
ら
１
年
半

熊
本
地
震
か
ら
１
年
半

熊
本
地
震
か
ら
１
年
半

地域の安らかな生活を心から願う

ネパールに根を張り復興支援大
地
震
か
ら
２
年
半
が
過
ぎ
た
ネ
パ
ー
ル

で
は
、
２
０
１
７
年
５
月
に
地
方
自
治
体
選

挙
が
19
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、
11
月
末
に
は

下
院
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
選

挙
の
前
に
行
政
区
が
新
し
く
な
り
、
地
方
政

治
が
よ
う
や
く
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
会
は
、
地
震
被
災
者
の
支
援
活
動
を
ひ
き

続
き
し
て
い
ま
す
。
主
に
①
避
難
袋
の
配
布

と
そ
の
使
い
方
の
講
習

②
復
興
住
宅
の
再

建

③
被
災
後
水
源
地
が
下
が
っ
た
エ
リ
ア

へ
の
飲
料
水
供
給

④
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
設
置
の
導
入　

⑤
復

興
と
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
農
業
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査　

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
袋
は
２
７
５
世
帯

に
配
り
、
そ
の
折
に
、
現

在
の
状
況
な
ど
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
き
ま
し
た
。
住

宅
再
建
を
始
め
ら
れ
て
う

れ
し
い
と
い
う
話
を
聞
く

一
方
、
逆
の
人
た
ち
も
い

ま
す
。
「
こ
の
よ
う
な
生

活
が
続
く
な
ら
長
生
き
し

て
も
仕
方
な
い
」
と
寂
し

い
話
を
口
に
す
る
老
齢
者

が
何
人
も
い
て
、
復
興
の

先
が
見
え
な
い
で
い
る
こ

と
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

一
方
、
地
震
後
に
設
立

さ
れ
た
婦
人
会
は
、
自
分
た
ち
で
運
営
を
し

て
い
こ
う
と
役
員
を
選
抜
し
、
リ
ー
ダ
ー
を

自
分
た
ち
で
決
め
る
に
至
り
ま
し
た
。
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
を
、
住
宅
再
建
と

並
行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
７
月
に
普
及
説

明
会
を
し
た
ら
、
多
く
の
村
人
が
参
加
し
て

興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
⑤
の
調

査
を
元
に
し
て
今
後
、
復
興
の
み
で
終
わ
ら

な
い
未
来
に
続
く
地
域
づ
く
り
に
入
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

熱
田	

典
子
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
か
ら
贈
っ
た
避
難
袋
を
受
け
取
る
少

年
＝
２
０
１
７
年
８
月
６
日
、
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル

チ
ョ
ー
ク
郡
ボ
テ
シ
パ
村
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み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

井
戸
が
で
き
た
村

　

安
全
で
衛
生
的
な
水
を
確
保
で
き
な
い
ア
ジ
ア
の

地
域
に
井
戸
が
で
き
て
生
活
基
盤
が
整
い
、
自
立
へ

一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

なくそう貧困。命の水を！

■井戸１基の建設に必要な費用■（地域によって異なります）
インド＝55万円 フィリピン＝30万円 カンボジア＝25万円
ミャンマー＝20万円 スリランカ＝20万円 
ネパール＝15万円（パイプライン＝25 ～ 150万円）
バングラデシュ＝浅井戸20万円、深井戸50万円

 ※５年間のメンテナンス費、現地管理費を含む概算です

　・三菱東京UFJ銀行 大阪中央支店　普通 1968711 
■お振込み先■　　公益社団法人アジア協会アジア友の会

　・郵便振替 00960-6-10835		アジア協会アジア友の会

　井戸の寄贈にご協力ください。あなたの力がアジアの人々の
命を助けます。ご寄贈者に完成報告書、写真、パネル写真を届
け､ 現地の井戸に、ご寄贈者のネームプレートを設置します。

詳
し
く
は
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

☎
０
６
︱
６
４
４
４
︱
０
５
８
７　
へ

ご寄付には
税の優遇措置が

受けられます

　
ス
リ
ラ
ン
カ

役割分担し長く使えるよう管理	 【寄贈者】JAFSサルボダヤ友の会 様

ウ
バ
州
バ
ド
ゥ
ラ
県
ヤ
ハ
レ
ゴ
ダ・エ
ッ
ラ
村

受
益
者
：
約
2
1
0
名
（
約
50
世
帯
）

井
戸
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
６
m
）

　村人の９割が農民ですが、現金収入
が少なく。出稼ぎに行っています。井
戸を寄贈くださる前は、1.5km離れた
井戸まで水くみに行っていました。遠
方のため、重労働でした。水くみに時
間がかかるため、他の収入を得る仕事
ができません。いっそう貧しくなるば
かりでした。井戸をつくるために村人
と行政職員が労働を分かち合い、交流
が生まれたことは良いことでした。井
戸を管理するために管理委員会ができ
ました。役割分担を決め、長く使える
よう定期的に管理していきます。

井戸ができた村

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

病気の不安なくなり生活が改善	 【寄贈者】天理教明城大教会 様
　１kmも離れたため池の水を生活用
水として使っていました。動物の糞尿
に汚染されており、高齢者の90％は煮
沸して飲んでいますが、子どもたちは
そのような習慣がないため病気にかか
りました。自給農業で現金収入の乏し
い両親にとって、病気は経済的、精神
的に大きな負担になります。井戸を掘
れば解決するのですが、貧しい村人に
は資金がありません。寄贈井戸によっ
て長年の問題が解決しました。生活環
境の改善によって新しい第一歩が踏み
出せます。

タ
ケ
オ
州
ド
ー
ン
ケ
オ
郡
ト
ラ
パ
イ
ン
サ
ラ
村

受
益
者
：
42
名
（
11
世
帯
）

井
戸
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
31
ｍ
）

　村人は農業や養鶏で暮らしています
が、現金収入が少なく、季節労働者と
して男性は出稼ぎに出、村の経済は女
性が守っています。現地提携団体ＨＤ
ＳＩは村に女性自助グループを結成し
て資金を援助しています。その自助グ
ループが飲料水の窮状を訴え、井戸寄
贈につながりました。井戸ができるま
で３kmも離れた井戸まで水くみに行
っていましたが、井戸は遠くて混雑す
るため時間がかかり、収入につながる
労働ができませんでした。井戸のおか
げで生活が一変します。

　
イ
ン
ド

【寄贈者】近畿ろうきん すまいるプロジェクト 様 自助グループが窮状訴え

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
県
ア
ン
バ
ダ
村

受
益
者
：
2
0
4
名
（
約
55
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
約
1
4
0
ｍ
）

【寄贈者】JAFSサルボダヤ友の会 様 建設・維持に村人が交流・協力

東
部
州
ア
ン
パ
ー
ラ
県
ニ
ラ
ン
バ
・
コ
ン
ガ
ス
・
ワ

ト
ゥ
ヤ
ヤ

受
益
者
：
約
1
0
0
名
（
約
25
世
帯
）

井
戸
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
６
ｍ
）

　村人の９割が農民ですが、地区は干
ばつ傾向で収入は少なく、出稼ぎで家
計を補っています。今までいくつかの
井戸がつくられましたが、飲料に適さ
ず、乾季には干上がってしまいまし
た。そのため遠くまで水くみに行かね
ばならず、収入を得る仕事につけませ
んでした。寄贈井戸建設では村人が建
設に携わり、交流を深めることができ
ました。井戸利用者から自発的に管理
委員会ができました。衛生的で枯れる
ことのない井戸を維持していくため、
村人が協力していきます。

　
ネ
パ
ー
ル

　村は幹線道路とつながっていないた
め、開発が遅れています。2015年４月
の大地震のため、村人は自分で作った
粗末な仮設で暮らしています。チャン
デソリ小中高等学校は村で唯一の公立
高等学校で、近隣の小中学校を終えて
進学を希望する子どもたちは、みんな
ここに進学します。以前は良い水源が
ありましたが、地震で水が出なくなり
ました。再建されたトイレも、水がな
く使用不能。子どもの学習にも影響が
出ていました。貯水タンクとパイプラ
インで水を引くことができました。

これで子どもたちが安心して学べます	 【寄贈者】直の会 様

バ
グ
ワ
テ
ィ
県
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
ボ
テ
シ

パ
村
チ
ャ
ン
デ
ソ
リ
小
中
高
等
学
校

受
益
者
：
約
５
０
０
名

井
戸
形
式
：
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
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ネ
パ
ー
ル

【寄贈者】株式会社クレコス にこにこ倶楽部 様 母親たちの心労が軽減

バ
グ
ワ
テ
ィ
県
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
ボ
テ
シ

パ
村　
　
受
益
者
：
45
名
（
10
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

　18ページ最下と同じパイプラインに
ある別の水場の集落です。小さな子ど
もを抱えた世帯が多く、母親たちの多
くは、子育てをしながら農業を営み、
日々の食糧を確保しています。これま
では、子どもを背負いながら、隣の地
区まで水をくみに行っていました。こ
のたびのパイプライン水場の完成によ
り、母親たちは家の近隣で水をくむこ
とができるようになりました。重労働
ばかりでなく、心労も軽減されまし
た。

【寄贈者】高石 佐藤手芸教室・堺ギャラリーいろはに 様 不安から希望へ

バグワティ県シンドゥパルチョーク郡ボテシパ村
受益者：80名（15世帯）　　井戸の形式： 水道パイプライン

　大地震でこの集落の家屋が全壊した
だけでなく、その後の大雨で地崩れが
起き、生活エリアを変える必要を感じ
るほどの状況でした。しかし、低収入
であるため、移り住む費用もありませ
ん。ＪＡＦＳの地震復興支援によって
地ならしを行った後に、家屋を再建し
ました。そして、この支援により、よ
うやく飲料水が供給できました。不安
の中にあった生活が、未来に向かう計
画的な生活に変わりました。ここで末
長く生活できる地域づくりを目指した
いです。

自分たちの集落で水をくめる	 【寄贈者】仁愛会 様

バ
グ
ワ
テ
ィ
県
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
ボ
テ
シ

パ
村　
　
受
益
者：52
名（
11
世
帯
）

井
戸
形
式
：
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

　ボテシパ村の中でも、傾斜がとても
険しい地形に集落が形成されており、
雨季には家屋周辺の崩壊が頻繁に起き
る地域です。カミと言われる鍛冶屋カ
ースト（低カースト）の人々が生活を
しています。低収入の人が多く、自力
で飲料水設備を設置できません。山道
を登り降りして、隣の地区で水をくん
でいました。このたびの支援により、
自分たちの集落で給水できるようにな
りました。水くみをする女性たちをは
じめ村人は、念願の夢がかなったと喜
んでいます。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

　
ネ
パ
ー
ル

農業を再開できて村人に笑顔	 【寄贈者】株式会社山正 様
　カトマンズから61kmの山の中腹に
ある村。幹線道路から遠くて開発が遅
れ、貧しい農民たちが暮らしていま
す。2015年の大地震で家はほとんど倒
壊し、粗末な仮設住居での生活です。
地震後に水源が変わり、生活水や農業
用水の確保もままなりません。野菜を
育てられなくなるなど、村人の暮らし
は一変しました。パイプラインの完成
で地震前に近い生活に戻れましたが、
水量が減っており、使う時間を制限し
ています。農作物を栽培できるように
なり、村人に笑顔が戻りました。

バ
グ
ワ
テ
ィ
県
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
シ
パ
ポ
カ

リ
村　
　
受
益
者：2
3
0
名（
40
世
帯
）　

井
戸
の
形
式：水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

お年寄りが楽に水をくめる	 【寄贈者】山口 市朗 様
　ここも、18ページ最下と同じパイプ
ラインにある別の水場の集落です。老
齢者が多く、50代までの男性は、ほと
んど出稼ぎに出ていて不在です。夫婦
で出稼ぎに出ている世帯もあります。
残された老夫婦が、孫たちの世話をし
ながら暮らしています。長年の水くみ
も体にこたえるようになってきていま
す。地震復興支援で本地域に入った頃
から、その苦労を耳にしていました。
このたびようやく集落に水場を設置す
ることができ、水をくむ顔が笑顔に変
わりました。

バ
グ
ワ
テ
ィ
県
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
ボ
テ
シ

パ
村　
　
受
益
者：39
名（
８
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

バグワティ県シンドゥパルチョーク郡ボテシパ村
受益者：73名（14世帯） 　　井戸の形式：水道パイプライン

【寄贈者】田村 修一 様 子どもの手がきれいに洗える
　ここも、18ページ最下と同じパイプ
ラインにある別の水場の集落。山の下
部にあり、隣の地域に行くにも、登り
降りに一番距離と時間がかかっていま
した。しかし、平らな斜面があるため
世帯数は多く、水環境の改善を求めて
いました。山の地域に水を供給するた
めには、まず、水量のある水源を確保
し、集水タンクを設置しなければなり
ません。このたびの支援で、ようやく
実現できました。これからは子どもた
ちの顔や手をきれいに洗えると、母親
たちは大喜びです。
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カ
ン
ボ
ジ
ア

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

タスレン村　　受益者：76名（13世帯）
井戸の形式：露天式（深さ16ｍ）

ソ
ピ
ー
村

受
益
者
：
53
名
（
12
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
16
ｍ
）

タ
ス
レ
ン
村

受
益
者
：
63
名
（
14
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
18
ｍ
）

ト
ラ
ペ
ア
ン
・
ロ
ン
ペ
ア
ッ
ク
村

受
益
者
：
58
名
（
11
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
18
ｍ
）

ソ
ピ
ー
村

受
益
者
：
53
名
（
12
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
16
ｍ
）

トラペアン・ロンペアック村　　受益者：58名
（13世帯）　　井戸の形式：露天式（深さ16ｍ）

ドウン・プー村　　受益者：56名（11世帯）
井戸の形式：露天式（深さ24ｍ）

ド
ウ
ン
・
プ
ー
村

受
益
者
：
56
名
（
11
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
26
ｍ
）

ト
ラ
ペ
ア
ン
・
ト
ム
村

受
益
者
：
50
名
（
13
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
21
ｍ
）

ト
ラ
パ
ン
・
ベ
ン
村

受
益
者
：
46
名
（
11
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
42
ｍ
）

ト
ラ
ペ
ア
ン
・
ト
ム
村

受
益
者
：
46
名
（
10
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
19
ｍ
）

【
寄
贈
者
】
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会 

様

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
さ
ま

が
井
戸
を
寄
贈
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
ケ

オ
州
ト
レ
ア
ン
郡
の
6
村
計
12
カ
所
か
ら
、

感
謝
の
手
紙
と
写
真
が
届
き
ま
し
た
。

水
に
よ
る
病
気
は
、
自
給
農
業
で
現
金
収

入
の
な
い
住
民
に
と
っ
て
経
済
的
、
精
神
的

に
大
き
な
負
担
。
出
稼
ぎ
や
そ
の
日
暮
ら
し

の
貧
困
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り

ま
せ
ん
。
未
来
へ
向
け
て
生
活
改
善
が
図
れ

ま
す
。
（
ト
ラ
ペ
ア
ン
・
ト
ム
村
）

　

生
活
用
水
は
、
２
キ
ロ
離
れ
た
た
め
池
で

す
。
動
物
や
家
畜
が
入
り
汚
染
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
に
２
〜
３
回
行
く
水
く
み
は
大
変
な

重
労
働
で
す
。
ト
イ
レ
普
及
率
は
10
％
。
寄

贈
井
戸
に
よ
っ
て
衛
生
的
で
健
康
な
生
活
が

送
れ
ま
す
。
（
ト
ラ
パ
ン
・
ベ
ン
村
）

　

農
村
部
の
人
々
が
建
設
現
場
や
工
場
に
出

稼
ぎ
に
出
て
、
村
に
は
高
齢
者
や
子
ど
も
が

残
り
ま
す
。
生
活
用
水
は
依
然
と
し
て
た
め

池
の
水
に
頼
り
、
水
く
み
は
重
労
働
で
す
。

寄
贈
井
戸
で
病
気
に
な
る
こ
と
な
く
健
康
な

生
活
が
送
れ
ま
す
。
（
ド
ウ
ン
・
プ
ー
村
）

　

村
人
の
多
く
は
自
給
農
業
な
の
で
現
金
収

入
は
望
め
ま
せ
ん
。
水
く
み
は
重
労
働
な
の

で
、
業
者
か
ら
水
を
90
㍑
の
約
３
７
５
円
で

買
っ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
負
担
で
す
。
寄

贈
井
戸
で
安
心
し
て
健
康
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
タ
ス
レ
ン
村
）

　

多
く
の
若
者
は
高
校
を
中
退
し
、
家
族
の

た
め
に
都
会
へ
働
き
に
出
ま
す
。
荒
廃
し
た

村
に
若
者
を
引
き
留
め
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
生
活
環
境
の
改
善
が
第
一
で
す
。
寄

贈
井
戸
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
歩
が
踏
み
出
せ

ま
す
。
（
ソ
ピ
ー
村
）

　

世
界
文
明
発
祥
の
地
は
す
べ
て
大
河
流
域

に
あ
り
ま
す
。
生
命
の
根
源
と
も
言
え
る
水

が
遠
く
に
あ
っ
た
り
糞
尿
に
汚
染
さ
れ
て
い

た
り
で
は
、
健
康
的
生
活
を
営
め
ま
せ
ん
。

井
戸
を
掘
る
資
金
や
余
裕
も
な
い
人
た
ち
に

と
っ
て
、
衛
生
的
な
水
の
確
保
は
生
活
改
善

の
第
一
歩
と
な
り
意
識
革
命
に
つ
な
が
り
ま

す
。
（
ト
ラ
ペ
ア
ン
・
ロ
ン
ペ
ア
ッ
ク
村
）

ト
ラ
パ
ン
・
ベ
ン
村

受
益
者
：
55
名
（
13
世
帯
）

井
戸
の
形
式
：
露
天
式
（
深
さ
44
ｍ
）

未
来
へ
向
け
生
活
改
善
／
水
く
み
か
ら
解
放

若
者
が
い
る
村
に
／
意
識
革
命
へ
の
第
一
歩
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長
ら
く
休
止
し
て
い
た
「
ア
ジ
ア
協
会
ア

ジ
ア
友
の
会
・
社
員
ク
ラ
ブ
」
が
２
０
１
７

年
10
月
10
日
、
大
阪
市
北
区
、
中
之
島
フ
ェ

０
〜
95
歳
、食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
国
際
協
力

JAFS プラザ

みんな違って一つのアジア、つながる仲間

「
死
ぬ
ま
で
勉
強
」社
員
ク
ラ
ブ
復
活

　

「
食
卓
か
ら
国
際
協
力
へ
」
の
言
葉
を
励

み
に
兵
庫
県
尼
崎
市
の
我
が
家
を
開
放
し
て

「
天
野
サ
ロ
ン
」
を
始
め
、
５
年
が
経
ち
ま

し
た
。
地
域
の
人
が
自
然
体
で
参
加
で
き
る

会
を
毎
月
開
き
、
上
は
95
歳
か
ら
下
は
0
歳

乳
児
ま
で
が
、
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
す
＝
写
真
、
赤
い
服
が
私
。

　

こ
こ
で
最
近
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
ネ
パ

ー
ル
の
生
理
用
布
ナ
プ
キ
ン
。
日
本
で
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
買
う
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
「
自
宅
で
眠
っ
て

い
る
生
地
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
事

務
局
に
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

月
１
回
で
す
が
、
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
て
、
参
加
費
の
一
部
を
ネ
パ
ー
ル

の
井
戸
基
金
と
し
て
貯
め
て
い
ま
す
。
う
れ

し
い
こ
と
に
、
２
０
１
８
年
中
に
は
、
も
う

一
つ
私
が
起
ち
上
げ
た
「
尼
崎
ダ
ン
ス
の
会

（
井
戸
の
会
）
」
と
共
同
で
、
ネ
パ
ー
ル
に

井
戸
を
１
基
寄
贈
で
き
そ
う
で
す
。
参
加
者

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　

２
、
３
人
で
も
良
い
！　

こ
の
よ
う
に
気

軽
に
食
事
を
楽
し
み
、
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

る
場
所
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
れ
ば
、
昔
の
よ

う
に
隣
人
が
助
け
合
い
、
高
齢
者
や
子
ど
も

の
見
守
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
。		　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
尼
崎
地
区
世
話
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

天
野 

澄
子
）

ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
12
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
ル
ゴ
」
で
、
社
員
の
２
割
以
上
に
あ
た

る
50
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
復
活
し
ま
し

た
。

　

社
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
に
加
え
、
今
回

は
「
死
ぬ
ま
で
勉
強
」
を
新
た
に
目
標
に
掲

げ
ま
し
た
。
大
阪
府
府
民
文
化
部
の
播
本
裕

典
・
国
際
交
流
長
＝
写
真
前
列
右
か
ら
２
人

目
＝
を
招
き
、
「
観
光
だ
け
じ
ゃ
な
い
国
際

都
市　

大
阪
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

播
本
さ
ん
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
に
よ
る

英
国
派
遣
（
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
）
を
経
て
、

２
０
０
1
年
３
月
か
ら
約
３
年
間
、
大
阪
府

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
事
務
所
長
と
し
て
シ
ド
ニ

ー
に
駐
在
。
在
阪
企
業
の
輸
出
支
援
や
豪
州

企
業
へ
の
大
阪
の
売
り
込
み
な
ど
を
積
極
的

に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
外
国
要
人

ら
賓
客
の
接
遇
、
在
大
阪
総
領
事
館
と
の
窓

口
役
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
急
増
し
て
い
る
海
外
か
ら
の
観
光
客

（
１
位
中
国
、
２
位
韓
国
、
３
位
台
湾
）
や

外
国
人
留
学
生
（
１
位
中
国
、
２
位
ベ
ト
ナ

ム
、
３
位
韓
国
）
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

図
表
で
解
説
し
、
参
加
者
は
、
多
文
化
共
生

の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
話
の
後
は
、
久
々
に
再
会
し
た
社
員
同

士
に
、
入
会
間
も
な
い
社
員
も
加
わ
り
、
和

や
か
な
懇
親
の
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
1
月
29
日
（
月
）
18
時
か
ら
、

大
阪
・
上
本
町
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
ス

テ
ロ
で
開
き
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

＆
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
末
広
真
樹
子
さ
ん
に

「
誰
か
の
役
に
立
て
る
幸
せ
」
を
テ
ー
マ
に

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
費
４
０
０
０

円
（
食
事
・
飲
み
放
題
付
）
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

柿
島	

裕
）

　

次
世
代
の
若
者
た
ち
が
「
多
文
化
共
生
」

と
「
草
の
根
国
際
交
流
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
根
付
か
せ
る
原
動
力
と
な
る
よ
う
に
、
恒

例
の
ア
ジ
ア
ン
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
12
月
9
日
、
大
阪
市
大
正
区
の

大
阪
沖
縄
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
温
か
い
協
力
に
よ
り
、
10
カ
国
４
５
０
人

に
お
よ
ぶ
ア
ジ
ア
の
人
々
が
参
加
し
て
交
流

し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
舞
台
で
は
26
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
演
技
が
、
午
前
11
時
の
第
１
部
開
始

か
ら
第
３
部
終
了
の
午
後
8
時
ま
で
、
途
切

れ
る
こ
と
な
く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド

舞
踊
に
始
ま
り
、
ト
リ
の
沖
縄
舞
踊
ま
で
、

ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
内
モ
ン
ゴ
ル

と
、
各
国
の
民
族
色
豊
か
で
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
に
、
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
観
客
席
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
、
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
日
本
の
出
演
者
の
圧
倒
的
に
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
し
か
見
ら
れ
な
い
面
白
さ
が
一
杯
で
、
熱

気
に
あ
ふ
れ
た
舞
台
で
し
た
。

　

ま
た
留
学
生
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
タ
イ
の
若
者
た
ち

が
、
緊
張
し
な
が
ら
も
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
真
剣
に
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
ス

ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
舞
台
上
で
お
楽
し
み
コ

ー
ナ
ー
と
し
て
、
３
回
の
抽
選
会
も
あ
り
ま

し
た
。

　

フ
ー
ド
・
グ
ッ
ズ
の
13
出
店
ブ
ー
ス
で

は
、
自
慢
の
食
品
や
物
産
が
彩
り
を
そ
ろ

え
、
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
が
ど
し
ど

し
参
加
で
き
る
、
楽
し
く
て
実
り
あ
る
ア
ジ

ア
ン
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
目
指
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
輪

を
広
め
て
い
き
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
と
共
に
「
ア
ジ
ア
の
恵

ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
」
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
理
事　

坂
口	

久
代
）

㊨
多
文
化
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
中
、
飲
食
を
共
に
し
交
流
の
輪
が
広
が
る　

㊤
マ
レ
ー
シ
ア
留
学
生
が
お
国
柄
を
感
じ
さ
せ
る
ダ
ン

ス
を
披
露
＝
い
ず
れ
も
12
月
９
日
、
大
阪
沖
縄
会
館

国
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
Ｈ
Ｐ

に
載
せ
て
い
ま
す
。
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
へ
。

　
＝
裏
表
紙
に
ア
ド
レ
ス
、
連
絡
先

大
阪
で
ア
ジ
ア
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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お
し
ゃ
れ
な
絵
本
カ
フ
ェ
を
、
私
が
住
む

大
阪
府
豊
中
市
で
開
く
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
社
会
問
題
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輪
を
、
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
な
い
人
々

に
広
げ
る
楽
し
い
場
に
し
た
い
の
で
す
。

　

私
が
J
A
F
S
を
知
っ
た
の
は
、
ワ
ン
ワ

ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
探
し
て
い
た
も

の
の
、
関
西
で
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な

か
な
か
な
く
、
豊
中
で
活
動
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
を
見
つ
け
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。

　

土
と
水
と
緑
の
学
校
な
ど
の
活
動
も
知

り
、
娘
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
私
は
、
迷
う
こ
と
な
く
小
学
３

　

私
は
、
大
学
で
ド
イ
ツ
語
学
を
専
攻
し
て

い
ま
す
。
ド
イ
ツ
留
学
を
き
っ
か
け
に
、
移

民
・
難
民
問
題

に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
ド
イ

ツ
で
難
民
の
行

列
を
目
の
前
で

見
て
、
世
界
に

起
こ
っ
て
い
る
問
題
も
他
人
事
で
は
な
い
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

卒
論
の
関
係
で
日
本
に
在
住
す
る
外
国
人

を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
日
本
に
は
多
く
の

ア
ジ
ア
の
方
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

彼
ら
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
考

え
、
ア
ジ
ア
協
会
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
応
募
し

ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
活
動
を
始
め
、
10
月
に
開
か
れ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
事
前
準
備
か
ら
当
日
の
活
動
ま
で
様

々
な
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同

じ
目
標
を
持
っ
た
多
く
の
ア
ジ
ア
の
方
た
ち

と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
も
色
々

な
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
学
ぶ

こ
と
ば
か
り
で
す
。
３
月
ま
で
と
い
う
短
い

期
間
で
す
が
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う

精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

JAFS プラザJAFS プラザ

社
会
問
題
に
目
広
げ
る

絵
本
カ
フ
ェ
を
準
備
中

楽
し
ん
で
、
支
援
す
る

ア
イ
ビ
ー
歌
声
サ
ロ
ン

　

私
た
ち
奈
良
県
生
駒
市
の
「
ア
イ
ビ
ー
歌

声
サ
ロ
ン
」
は
２
０
１
６
年
に
で
き
、
25
名

ほ
ど
の
会
員
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

決
め
ら
れ
た
曲
を
練
習
す
る
の
で
は
な

く
、
各
自
が
歌
い
た
い
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
、
先
生
の
キ
ー
ボ
ー
ド
生
演
奏
に
合
わ
せ

て
全
員
が
歌
い
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
が
次
々

に
出
て
、
先
生
が
と
き
ど
き
戸
惑
う
ほ
ど
活

気
が
あ
り
ま
す
。

　

自
然
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
で
き
た
り
、
口
笛

や
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
楽
器
と
セ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

毎
年
開
か
れ
る
生
駒
市
の
自
主
学
習
グ
ル

ー
プ
フ
ェ
ス
タ
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
み

ん
な
が
充
実
し
た
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
る

の
も
、
先
生
の
ご
指
導
に
よ
る
も
の
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
活
動
参
加
費
の
一
部
で
ア

ジ
ア
の
教
育
支
援
の
た
め
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
の
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
幸
せ
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
仲
間
と
と
も
に

ま
す
ま
す
、
い
ろ
い
ろ
な
啓
発
事
業
に
参
加

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員　

有
山	

加
代
子
）

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
地
区
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
支
援
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
て
い
る
ア
ジ
ア
社
会
科
学

院
の
副
学
長
、
デ
ニ
ス
・
Ｙ
・
バ
ト
イ
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
第
４
回
ア
ジ
ア
の
子
ど
も

支
援
勉
強
会
を
２
０
１
７
年
10
月
23
日
、
京

都
市
南
区
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
洛
南
教
会

インドの子どもを教育支援

ド
イ
ツ
で
難
民
見
て

世
界
・
ア
ジ
ア
を
意
識

年
生
だ
っ
た
娘

を
参
加
さ
せ
ま

し
た
。
彼
女
は

文
句
を
言
い
な

が
ら
も
思
春
期

を
乗
り
越
え
、

20
歳
に
な
る
今
ま
で
土
水
と
関
わ
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
最
近
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
様
々

な
社
会
問
題
に
つ
い
て
調
べ
、
将
来
は
若
い

人
た
ち
が
そ
の
問
題
に
気
づ
き
、
考
え
る
き

っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
に
置
い
た
チ
ラ
シ
や
絵
本
を
、
社

会
問
題
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
し
て
も

ら
っ
た
り
、
J
A
F
S
の
活
動
報
告
会
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
い
て
参
加
し
て
も
ら
う
う

ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
か
っ
こ
い
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と

考
え
て
い
ま
す
。
実
現
に
は
ま
だ
時
間
が
か

イ
ン
タ
ー
ン　
中
村 

千ち

風ふ

優ゆ

で
開
き
ま
し
た
＝
写
真
、
前
列
中
央
が
デ
ニ

ス
さ
ん
＝
。
ア
ジ
ア
の
貧
困
を
な
く
す
に
は

子
ど
も
た
ち
の
教
育
が
大
切
と
考
え
て
従
来

か
ら
し
て
い
る
支
援
活
動
の
一
環
で
す
。

　

デ
ニ
ス
さ
ん
は
今
回
、
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
た
め
来
日
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の

比
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
実
情
を
勉
強

　

大
阪
府
の
池
田
地
区
は
、
イ
ン
ド
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
隔
月

で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
話
を
聞

く
会
を
設
け
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
11
月
23

日
は
「
教
育
の
平
等
を
願
っ
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
イ
ン
ド
の
少
数
民
族
の
女
性
に
と
っ
て

健
康
や
教
育
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
、
現
地

の
映
像
を
通
し
て
聞
き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
参
加
者
か
ら
、
イ
ン

ド
を
旅
し
た
経
験
と
背
景
に
つ
い
て
楽
し
い

話
が
出
て
、
つ
い
に
は
日
本
の
過
去
現
在
に

ま
で
わ
た
る
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
人
で
も
会
を
企
画
で
き
る
よ
う
に

運
営
の
流
れ
を
作
成
し
、
い
ろ
い
ろ
な
地
区

で
開
け
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
池
田
地
区
世
話
人　

石
原	

基
義
）

　

吹
田
地
区
で
は
「
も
っ
た
い
な
い
な

ー
」
の
心
で
、
二
つ
あ
れ
ば
一
つ
を
隣

人
に
分
け
合
う
と
い
う
気
持
ち
を
集
め

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
、
大
阪
府
吹
田
市
の
く
る
く
る
プ
ラ

ザ
で
始
め
ま
し
た
＝
写
真
。
人
物
は

私
。
地
区
会
で
話
を
聞
い
た
、
イ
ン
ド

の
養
鶏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
に
役
立
て

ま
す
。　

　

養
鶏
は
親
子
で
楽
し
く
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
卵
を
食
べ
れ
ば
健
康

維
持
に
も
役
立
ち
ま
す
。
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

吹
田
地
区
世
話
人　

江
守	

猛
）

養鶏支援くるくるプラザ

現
状
と
、
日
本
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
を
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
マ
ニ
ラ
で
は
２
５
０
万
人

い
る
15
歳
以
下
の
子
ど
も
の

う
ち
２
０
０
万
人
が
貧
困

で
、
７
万
５
千
人
が
路
上
で

生
活
し
、
２
万
人
が
売
春
に

関
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

の
就
学
を
支
え
る
た
め
、
制

服
、
文
具
な
ど
を
年
齢
に
合

わ
せ
て
供
給
し
て
い
る
」

　

京
都
か
ら
の
支
援
で
90
人

の
子
ど
も
を
支
え
て
い
る
と

の
話
で
し
た
。
会
の
後
、
デ

ニ
ス
さ
ん
と
共
に
食
事
を
し

な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
懇

談
し
、
現
地
の
状
況
を
よ
り

深
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
地
区
世
話

人
代
表　

辻	

賢
二
）

大
阪
府
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
式

が
２
０
１
７
年
11
月
17
日
、
大
阪
市
天
王
寺

区
の
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

J
A
F
S
松
原
（
橋
本
末
子
・
地
区
世
話
人

大阪のJAFS松原が
府
の
社
会
福
祉
表
彰

代
表
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
＝
写
真
。

　

１
９
９
７
年
以
来
20
年
近
く
、
地
域
に
根

ざ
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ぞ
う
す
い

（
雑
炊
・
増
水
・
贈
水
）
の
会
や
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
募
金
を
し
、
井
戸

４
基
（
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
、
水
道
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
２
基
（
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
を

寄
贈
。
地
元
中
学
校
の
フ
ェ
ス
タ
に
出
店
す

る
な
ど
し
て
、
異
文
化
交
流
を
推
進
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
へ
の
貢
献
や
震
災
復
興
支
援
な
ど

の
活
動
は
他
の
模
範
と
な
っ
て
お
り
、
私
た

ち
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

（
J
A
F
S
ス
タ
ッ
フ　

柿
島	

裕
）

か
り
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
豊
中
地
区

世
話
人　

大
谷	

利
恵
子
）
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　企業や労働組合、各種団体は、それぞれの理念に基づいて活動していますが、
いろいろな形で社会の役に立ちたいという気持ちは私たちと同じです。アジア協
会アジア友の会の理念にご賛同、ご協力くださっている法人会員を紹介します。

の
向
上
」

　

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
の
ご
提
案
は
２
種
。
①
有
料

職
業
紹
介
に
よ
る
人
材
サ
ー
ビ
ス

②
業
務
委
託
に
よ
り
安
定
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
全
体
業
務
。
い
ず
れ
も

長
年
の
実
績
と
経
験
で
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
の
ご
提
供
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
長
年
培
っ
た
経
験
と
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
人
材
面

で
は
、
お
客
様
の
要
望
に
添
っ
た

人
選
か
ら
マ
ナ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
教

育
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
高
い
ク

オ
リ
テ
ィ
で
お
客
様
の
要
望
に
お

応
え
致
し
ま
す
。
「
よ
り
良
い
人

材
の
提
供
＝
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

レストランへ、より良い人材・サービスお届け

　

人
材
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
な
く
、
京
都
の
ホ
テ

ル
内
の
和
食
と
中
国
料
理

の
店
舗
、
大
阪
の
ホ
テ
ル

内
に
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト

ラ
ン
、
万
博
公
園
内
に
洋

食
レ
ス
ト
ラ
ン
と
和
食
の

店
舗
、
奈
良
の
ホ
テ
ル
内

に
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ

ン
と
和
食
店
舗
と
、
合
計

7
店
舗
を
直
営
で
営
業
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

● 

株
式
会
社
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

京都市下京区新町通四条下
ル四条町349
京都友禅ビル２Ｆ　　
☎	075-352-7070
代表取締役社長　五味	明

　

● 

株
式
会
社
て
ん
て
ん

家族のような絆の飲食店､100店舗目指す

に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
２
０
３
０
年
ま
で

に
か
な
え
た
い
夢
が
あ
り
ま
す	

。

　

「
て
ん
て
ん
大
家
族
主
義
経
営

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
」

　

家
族
の
よ
う
な
絆き
ず
なを
持
っ
た
お

店
を
１
０
０
店
舗
出
店
し
ま
す
。

　

そ
の
目
的
は
、
笑
顔
と
元
気
の

発
信
基
地
で
あ
る
店
舗
を
創つ
く

り
、

そ
の
店
舗
で
働
く
仲
間
や
お
客
様

を
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
さ
し
あ

　

私
た
ち
「
株
式
会
社
て
ん
て

ん
」
は
、
飲
食
店
を
11
店
舗
営
み

な
が
ら
「
人
創
り
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

企
業
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
代
、
何
を
す
る
に
も

「
人
」
が
重
要
で
す
。
意
識
の
高

い
心
優
し
い
「
人
」
を
育
て
る
こ

と
で
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
、
出

会
う
人
た
ち
か
ら
「
応
援
さ
れ

る
」
人
材
を
育
成
し
、「
て
ん
て

ん
」
か
ら
地
域
を
、
日
本
を
元
気

げ
、
み
ん
な
が
輝

く
ス
テ
ー
ジ
と
し

た
い
の
で
す
。
み

ん
な
の
夢
を
み
ん

な
の
力
で
叶
え
て

い
き
な
が
ら
、
関

わ
る
全
て
の
人
た

ち
に
「
や
れ
ば
で

き
る
」
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。

堺市北区船堂町1丁14-2 
エレガンス北花田１Ｆ
☎ 072-258-1027　 
代表取締役：中島一薫　

新・The
社会貢献

到着時の歓迎ぶり＝9月22日、パプアニューギニア

　

今
回
は
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ナ
ー

ス
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
村

の
子
ど
も
た
ち
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
た

め
、
外
傷
を
受
け
る
と
化
膿
し
や
す
く
、
ま

た
皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
環
境
に
乏
し
い
状
態

で
す
。
悪
化
し
な
い
よ
う
な
手
当
の
方
法

（
傷
の
洗
浄
・
消
毒
・
被
覆
）
を
一
緒
に
行

い
な
が
ら
教
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

伊
丹
か
ら
成
田
へ
。
そ
こ
か
ら
週
2
便
の

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
航
空
機
に
乗
り
、
６
時
間
半

で
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
に
到
着
。
車
で

少
し
市
内
観
光
も
し
ま
し
た
。

　

乾
燥
し
た
サ
バ
ン
ナ
気
候
で
す
。
中
央
の

山
脈
が
北
か
ら
の
湿
っ
た
風
を
遮
り
、
フ
ェ

ー
ン
現
象
の
よ
う
な
熱
波
を
も
た
ら
し
ま

す
。
植
物
も
覇
気
が
な
さ
そ
う
で
し
た
。
11

月
〜
3
月
は
雨
季
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
国
内
線
に
乗
り
、
ウ
エ
ワ
ク
ま

で
飛
び
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
の
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
の
最
後
の
激
戦
地
で
、
日
・
豪
・
米

軍
が
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
所
で
す
。
総
員
２

万
１
６
０
０
人
の
戦
死
者
が
出
ま
し
た
。

　

今
回
、
日
本
か
ら
の
大
き
な
慰
霊
団
の
皆

さ
ん
と
飛
行
機
、
ホ
テ
ル
が
一
緒
で
し
た
。

各
村
々
に
は
、
戦
没
者
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま

す
。
村
人
が
き
れ
い
に
掃
除
・
献
花
し
て
く

れ
て
い
て
、
感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。

　

空
港
か
ら
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
を
改
良

し
た
バ
ス
の
よ
う
な
乗
り
物
で
、
一
路
ソ
ワ

ム
村
へ
。
途
中
、
半
分
は
未
舗
装
の
凸
凹
道

で
す
。
往
復
す
る
と
お
尻
の
皮
が
む
け
ま
し

た
。
熱
帯
雨
林
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
続
き
、
大

小
の
橋
の
な
い
川
を
渡
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
ト
イ
レ
は
海
の
砂
浜
に
行
き
ま

す
。
何
も
遮
る
も
の
が
な
い
た
め
、
初
め
は

恥
し
く
、
ス
カ
ー
ト
に
履
き
替
え
て
い
ま
し

た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
普
通
に
ズ
ボ
ン
を
下

ろ
し
、
太
平
洋
に
向
か
い
ザ
バ
ー
ン
と
い
う

音
を
聞
き
な
が
ら　

そ
う
快
な
経
験
で
す
。

た
だ
し
、
夜
は
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
で
足
元
に
注

意
！　

他
人
の
ウ
ン
コ
を
踏
む
お
そ
れ
あ

り
。

　

入
浴
す
る
に
も
、
シ
ャ
ワ
ー
も
浴
槽
も
水

道
、
電
気
も
あ
り
ま
せ
ん
。
村
か
ら
歩
い
て

20
分
、
大
き
な
川
の
が
け
を
降
り
、
川
原
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。
こ
こ
で
洗
濯
と
お
風

呂
、
食
器
洗
い
も
。
頭
を
濡
ら
し
、
シ
ャ
ン

プ
ー
を
泡
立
て
、
そ
の
ま
ま
川
の
中
に
寝
転

ぶ
と
、
水
の
流
れ
が
人
間
洗
濯
機
に
早
変
わ

り
。
大
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
水
音
を
聞

き
、
冷
た
い
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
ま
す
。

　

夜
空
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
見
事
な
も
の
で

し
た
。
星
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
ビ
ッ
ク
リ

な
全
天
覆
う
天
の
川
。
ハ
ッ
キ
リ
見
え
、
流

星
も
数
知
れ
ず
。
星
明
り
で
歩
け
ま
す
。
月

明
か
り
は
も
っ
と
ク
ッ
キ
リ
、
椰や

子し

の
葉
陰

を
照
ら
し
だ
し
、
海
や
波
と
の
境
を
見
は
る

か
す
。
た
だ
し
、
椰
子
の
下
を
歩
く
時
は
ご

注
意
を
。
突
然
ボ
タ
っ
と
大
き
な
音
。
爆
弾

か
？　

い
や
、
実
の
落
ち
た
音
。

　

食
事
は
サ
ゴ
椰
子
の
で
ん
粉
を
お
湯
で
練

っ
た
も
の
や
タ
ロ
芋
、
菜
っ
葉
の
コ
コ
ナ
ッ

ツ
煮
、
魚
な
ど
一
日
二
食
で
す
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
輸
出
な
ど
で
都
市
と
の
格
差

が
拡
大
し
、
治
安
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
い
か
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
、

新
し
い
開
発
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
週
間
の
短
期
間
で
、
子
ど
も
た
ち
に
外

傷
が
起
き
た
後
の
対
応
の
み
で
、
生
活
を
改

善
し
て
予
防
す
る
方
法
を
伝
え
る
ま
で
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
関
わ

っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

７
月
か
ら
J
A
F
S
事
務
局
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
杉
本
牧
子
さ
ん
は
、
看
護
師
の
経
験
を
生
か

し
、
大
阪
市
を
本
拠
と
す
る
一
般
社
団
法
人
南
太
平
洋
協
会

（
A
S
P
A
）
で
も
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

A
S
P
A
の
活
動
地
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
２
０
１
７

年
９
月
に
行
っ
た
と
き
の
訪
問
記
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

パプアニューギニア

ポートモレスビー
　　　　 ●

 ●ウエワク

オーストラリア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

大
自
然
に
抱
か
れ

人
間
回
帰
を
思
う

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
訪
問
記
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故
ブ
ラ
ザ
ー・シ
ン
氏

イ
ン
ド
農
村
開
発
セ
ン
タ
ー

︵
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
︶
元
ス
タ
ッ
フ

入
会
ご
案
内

皆
さ
ま
が
会
員
と
な
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
活
動
計
画
が
で
き
ま
す
。
継
続
し

た
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ．維持会費 年額１口 12,000円
  （月額1,000 円）
Ｂ．賛助会費 年額１口 6,000円

（月額600 円＝振込手数料含む）
Ｃ．ジュニア会費（高校生まで）
 年額１口 1,000円
Ｄ．団体会費 年額１口 20,000円
Ｅ．法人賛助会費 年額１口 50,000円

会費・寄付の振り込み先
郵便振込
00960-6-10835 アジア協会アジア友の会

　旧年中は様々にご支援いただき、あり
がとうございました。年が改まりました
が、11月にご案内させていただいた「冬
季募金」はまだ受付けております。アジ
ア各国の友も喜びに満ちた新年を過ごせ
ますよう、重ねてで恐縮ですが、ご協力
よろしくお願い申し上げます。

冬季募金受付中です

　
　

除
去
で
き
る
と
言
い
ま
す
が
、
チ
ュ
ー
ブ
１
本

に
数
万
個
入
っ
て
い
る
ほ
ど
の
使
用
量
で
す
。

除
去
で
き
な
い
１
％
は
数
百
個
に
相
当
し
、
途

上
国
な
ど
除
去
で
き
な
い
国
も
多
く
、
い
っ
た

ん
環
境
に
出
て
し
ま
う
と
回
収
は
困
難
で
す
。

　

Ｅ
Ｕ
４
か
国
は
14
年
に
化
粧
品
へ
の
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
禁
止
の
共
同
声
明
を
発

表
。
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
マ
イ
ク
ロ

ビ
ー
ズ
を
含
む
製
品
を
20
年
以
降
販
売
禁
止
。

日
本
も
16
年
３
月
、
日
本
化
粧
品
工
業
連
合
会

が
会
員
企
業
１
１
０
０
社
に
対
し
、
使
用
中
止

に
向
け
た
対
応
を
行
う
よ
う
通
知
し
ま
し
た
。

　

私
が
使
う
洗
顔
料
メ
ー
カ
ー
も
HP
に
対
応
を

掲
載
。
実
は
こ
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
は
元
よ
り

ス
チ
ッ
ク
に
該
当
し
な
い
と
。
使
用
し
て
い
た

他
の
製
品
で
も
16
年
末
ま
で
に
代
替
素
材
に
変

更
済
と
の
こ
と
。
確
か
に
洗
顔
料
を
見
る
と
セ

ル
ロ
ー
ス
・
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
と
記
載
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
メ
ー
カ
ー
は
ひ
と
ま
ず
安
心
？

　

日
本
近
海
の
海
水
１
㎥
当
た
り
3
個
、
東
京

湾
の
イ
ワ
シ
か
ら
平
均
3
個
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
が
見
つ
か
る
そ
う
で
す
。
こ
の
量
と

リ
ス
ク
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
未
だ
デ
ー

タ
が
十
分
で
は
な
い
現
状
で
す
が
、
と
も
か
く

問
題
視
さ
れ
る
物
は
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ

う
今
後
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
気
に
し

て
お
こ
う
と
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
私
が
知
っ
た

事
実
を
、
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
お
う
と
思
い
ま

し
た
。
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

川
本	

裕
子
）

用
し
て
い
ま
し
た
。
が
、

ビ
ー
ズ
が
下
水
か
ら
川
や

海
と
環
境
に
流
れ
出
て
魚

天
然
セ
ル
ロ
ー
ス
・
コ

ー
ン
ス
タ
ー
チ
か
ら
開

発
し
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

化
学
物
質
の
環
境
リ
ス
ク
を
過
去
に
若
干
研

究
し
た
私
で
す
が
、
長
い
間
専
門
分
野
か
ら
離

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
先
日
新
聞
で
読
む
ま
で

全
く
気
づ
か
ず
環
境
を
汚
染
し
、
生
き
物
に
負

荷
を
か
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
！
実

は
2
0
1
4
年
に
国
連
環
境
計
画
が
「
世
界
で

新
た
に
生
じ
て
い
る
環
境
問
題
」
と
報
告
し
一

部
で
は
知
ら
れ
た
事
実
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
。

　

洗
顔
料
に
含
ま
れ
る
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
。
多

く
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
極
小
粒
子
で
、
毛
穴
汚

れ
を
か
き
出
す
こ
の
ビ
ー
ズ
入
り
洗
顔
料
を
愛

や
鳥
の
体
内
に
溜
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
で

す
！
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
で
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
直
径
５
㎜
以
下

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
環
境
に
流
出
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
由
来
の
ご
み
が
劣
化
し
た
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
砕
片
で
あ
る
２
次
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
汚
染
源
の
９
割
を
占
め
多
い
よ
う
で

す
が
、
こ
ち
ら
は
砕
け
る
前
か
ら
、
目
に
見
え

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
し
て
問
題
で
し
た
。

　

目
に
見
え
な
い
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚

染
が
新
し
い
観
点
と
な
り
、
近
年
使
用
さ
れ
る

マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
な
ど
元
々
小
さ
な
１
次
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
着
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ズ
は
歯
磨
き
剤
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
お
り
、
先
進
国
の
下
水
処
理
な
ら
99
％

●対象国はインド、カンボジ
ア、ネパール、バングラデ
シュ、フィリピンです

●会費は里子１人年額20,000
円。複数も可です

●里親には、里子の写真や成
長記録をお届けします

「アジア里親の会」
里親募集

　

勉
強
し
た
く
て
も
経
済
的
な
理
由
で
学
校
に
行
け

な
い
、
進
学
の
道
を
絶
た
れ
る
。
ア
ジ
ア
協
会
で
は

そ
ん
な
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
里
親
制
度
で
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
ネ
パ
ー
ル
の
里
子
の
生
活
を

お
伝
え
し
ま
す
。

表
現
す
る
楽
し
さ
、見
つ
け
ら
れ
た
か
な

　

２
０
１
７
年
８
月
、
ネ
パ
ー
ル
・
チ
ュ
ニ

ケ
ル
村
の
ナ
ウ
リ
ン
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
、
里
子
を
中
心
に
美
術
に
興
味
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
て
、
特
別
授
業
を

し
ま
し
た
。
講
師
は
、
日
本
人
で
す
が
ア
メ

リ
カ
の
大
学
准
教
授
。
子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
美
術
の
授
業
を
受
け
る

の
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

試
験
期
間
中
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
目
は
み
ん
な
、
期

待
と
緊
張
で
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
の
顔
を
観
察
し
て
描
く
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
と
異
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
オ
ブ

ジ
ェ
を
作
る
＝
写
真
＝
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

学
ん
だ
こ
と
の
な
い
２
つ
の
表
現
を
２
日
間

に
わ
た
っ
て
学
び
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
、
思
っ

て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
誰
か
の
ま
ね

を
す
る
方
が
楽
で
安
心
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
表
現
の
楽
し
さ
を

理
解
し
た
数
名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
見
せ
た

こ
と
の
な
い
集
中
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
子

ど
も
の
持
つ
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
術
が
教
育
の
場
で
教
科
と
し
て
確
立
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
表
に
出
せ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
潜
在
的
な
才
能
を
外
に
出
せ
る
ツ
ー

ル
と
な
る
日
を
願
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

熱
田	

典
子
）

編

集

後

記

貧困からの脱却—わが盟友を思う
る
生
涯
で
あ
っ
た
。

　

少
年
時
代
に
地
域
の
有
名
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ス
ク
ー
ル
に
学
び
、
イ
タ
リ
ア
人
カ

ト
リ
ッ
ク
神
父
か
ら
隣
人
へ
の
奉
仕
の
重

要
さ
を
学
ん
だ
。
目
覚
め
て
社
会
活
動
の

道
を
志
し
た
。
人
に
奉
仕
す
る
た
め
、
家

族
を
持
た
ず
、
家
財
産
を
放
棄
し
た
。
貧

し
い
民
衆
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
を
誓
い
、

周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
修
道
士
と
な

っ
た
。
そ
し
て
選
ん
で
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
の
活
動

に
参
加
し
た
。

　

以
来
、
彼
が
自
分
の
子
と
し
て
育
て
た

貧
民
の
子
ど
も
は
、
百
人
を
下
ら
な
い
。

貧
弱
な
小
屋
に
住
み
、
粗
末
な
食
事
に
甘

ん
じ
、
障
害
を
持
つ
子
や
極
貧
の
家
族
の

支
援
に
終
始
し
た
。
本
会
が
彼
に
支
援
す

る
わ
ず
か
な
報
酬
は
、
瞬
く
間
に
誰
か
の

医
療
費
や
学
費
、
生
活
費
に
な
っ
た
。

　

独
居
老
人
の
生
活
実
態
を
知
り
た
い
と

言
っ
て
一
度
、
和
歌
山
県
の
限
界
集
落
で

１
か
月
ほ
ど
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

た
ち
ま
ち
村
の
人
気
者
と
な
っ
た
。
言
葉

が
通
じ
な
い
の
に
不
思
議
な
話
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ザ
ー
が
天
に
召
さ
れ
て
早
２
年
。

彼
の
働
き
は
今
も
彼
の
地
域
に
生
き
て
い

る
。
開
発
と
は
ま
ず
心
の
開
発
が
一
番
で

あ
る
と
は
彼
の
哲
学
で
あ
っ
た
。
33
年
間

一
緒
に
仕
事
を
し
た
の
を
光
栄
に
思
う
。

  

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
長　

村
上 

公
彦
）

　

本
会
は
貧
困
脱
却
を
各
地
で
進
め
る
ア

ジ
ア
の
団
体
と
提
携
し
て
い
る
が
、
活
動

の
成
果
は
携
わ
る
人
に
よ
り
左
右
さ
れ
る

と
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

開
発
協
力
の
現
場
で
は
、
多
く
の
知
識

を
持
つ
エ
リ
ー
ト
よ
り
、
心
あ
る
知
恵
を

持
つ
善
人
が
力
を
発
揮
す
る
。
そ
の
こ
と

を
思
う
と
き
、
私
は
、
一
人
の
人
物
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

セ
オ
ヒ
ル
・
シ
ン
。
通
常
、
我
々
は
ブ

ラ
ザ
ー
・
シ
ン
と
呼
ん
で
い
た
。
本
会
の

提
携
団
体
、
イ
ン
ド
農
村
開
発
セ
ン
タ
ー

（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
）
ナ
グ
プ
ー
ル
市
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、
１
９
８
２
年
か
ら
33
年
間
、

井
戸
掘
り
事
業
を
は
じ
め
、
貧
し
い
農
村

の
生
活
改
善
に
取
り
組
ん
だ
人
で
あ
る
。

１
９
５
１
年
に
イ
ン
ド
の
オ
リ
ッ
サ
で
生

ま
れ
、
２
０
１
５
年
に
64
才
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
人
に
奉
仕
す

は
桜
︑
夏
は
鮎
︑
秋
は
秋
桜
︑

冬
は
雪
景
色
︒
ア
ジ
ア
の
人
達

が
地
域
お
こ
し
の
手
法
を
絶
賛
し
た
京

都
美
山
の
﹁
か
や
ぶ
き
の
里
﹂
を
︑
皆

さ
ん
も
一
度
訪
問
さ
れ
て
は
︒
（
敏
）　
　
　

国
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
旅
し
ま

し
た
︒
一
帯
一
路
経
済
圏
構
想

と
重
な
っ
て
高
速
鉄
道
や
道
路
網
が
拡

張
さ
れ
︑
西
安
や
敦
煌
で
は
観
光
施
設

の
整
備
も
急
ピ
ッ
チ
で
し
た
︒
（
督
）

　
　
　
の
初
め
の
誓
い
を
墨
で
書
く
︒

今
年
は
川
柳
で
日
記
を
書
く
︑

毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
︑
い
つ
も
三

日
坊
主
の
定
番
を
誓
う
と
い
う
︑
元
旦

の
誓
い
だ
け
は
続
い
て
る
︒
（
眞
）

か
し
い
人
々
と
の
再
会
や
︑
新

し
い
人
と
の
交
流
の
始
ま
り
が

あ
り
ま
し
た
︒
急
に
S
N
S
が
に
ぎ
や

か
に
な
り
︑
寄
せ
ら
れ
る
活
動
の
勇
姿

を
眺
め
る
日
々
が
続
き
ま
す
︒
（
博
）

月
長
谷
寺
に
行
き
ま
し
た
︒
紅

葉
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
︒
も
う

一
年
も
終
わ
り
で
す
︒
と
し
を
と
る
と

一
年
が
早
い
と
い
い
ま
す
が
そ
の
通
り

に
な
っ
て
き
ま
し
た
︑
あ
あ
︒
（
金
）

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
︒
平
成
30
年
︒
日
頃
使
う

機
会
の
少
な
い
元
号
を
今
年
は
か
み
し

め
て
み
て
い
ま
す
︒
次
の
元
号
に
変
わ

る
と
私
は
2
時
代
前
の
人
に
!?
（
川
）

月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
ン
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
︒
留
学
生
と
肩
を
組
ん
で
踊
る

J
A
F
S
会
員
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
に

明
日
の
日
本
を
感
じ
ま
し
た
︒
（
裕
）

春中年懐1212 あ
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▲
部
屋
の
壁
に
は
、
英
単
語
を
ぎ
っ
し

り
と
書
い
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
タ
イ
の
僧
や
見

習
い
僧
が
英
語
を
学
ぶ
＝
２
０
１
７

年
、
タ
イ
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
ラ
ン
パ
ン

◀
表
紙
の
写
真　
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
を
訪
れ
、
ガ

イ
ド
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
た
ち
。
秋
雨
で
し
っ
と
り

濡
れ
た
屋
根
が
美
し
い
＝
２
０
１
７
年
10
月
19
日
、

京
都
府
南
丹
市
美
山
町
。
３
〜
８
㌻
に
特
集
記
事




